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２
０
１
４
年
に
な
り
ま
し
た
。皆
さ
ま
は
年
末
年

始
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。私
は

の
ん
び
り
派
な
の
で
、ゆ
っ
く
り
家
で
ゴ
ロ
寝
で
す
。

　
日
本
は
、年
末
は
お
寺
で
除
夜
の
鐘
、年
始
は
神

社
へ
初
詣
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。日
本
人
は
無
宗
教
と

い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、宗
教
を
意
識
せ

ず
、こ
こ
ま
で
当
然
の
行
事
と
し
て
寺
社
仏
閣
を
参

拝
す
る
と
い
う
の
は
、む
し
ろ
奥
深
い
信
心
が
あ
る

証
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。神
前
で
あ
れ
こ
れ
と
お

願
い
を
す
る
よ
り
も
、今
こ
こ
に
あ
る
こ
と
の
感
謝

を
た
だ
心
に
乗
せ
て
手
を
合
わ
せ
た
ほ
う
が
ふ
さ

わ
し
い
導
き
を
得
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。飛
翔
の
今

年
、皆
さ
ま
に
と
っ
て
意
義
あ
る
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
国
東
市
議
会
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

編
集
委
員
　
　
元
永
　
安
行

　
発
行
責
任
者
　
清
　
國
　
仁
　
士
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長
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堤
　
　
　
康
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元
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一
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政
　
春
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宮
　
永
　
英
　
次

　
九
州
初
と
な
る
公
認
コ
ー
ス「
国
東
半
島
峯

道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」が
昨
年
11
月
30
日
、オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。「
ス
パ
ラ
ン
ド
真
玉
〜
六
所
神

社
コ
ー
ス
」（
豊
後
高
田
市
）と「
六
所
神
社
〜
国

東
市
岩
戸
寺
コ
ー
ス
」の
２
区
間
が
整
備
さ
れ
、

今
後
、10
区
間
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
11
月
30
日
〜
12
月
１
日
に
は
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、オ
ー
プ
ン
し
た
コ
ー
ス
を
２
日
間
で
延

べ
50
人
が
踏
破
。
初
心
者
で
も
体
験
で
き
る

ウ
ォ
ー
ク
の
部
に
は
２
日
間
で
延
べ
２
２
７
人
が

参
加
し
ま
し
た
。途
中
、さ
吉
く
ん
も
応
援
に
駆

け
付
け
、県
内
外
か
ら
多
く
の
ト
レ
イ
ル
フ
ァ
ン

が
楽
し
み
ま
し
た
。
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編
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記
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次回定例会の
開催予定は 2月中旬です
傍聴される方は、議会事務局までご連絡ください。
当日の受付も行っています。

　12月19日、定例会本会議終了後、国東警察署、
大分県交通安全協会国東支部の協力をいただき、
議員全員で交通安全の街頭指導を行いました。自
動車の運転者にチラシやティッシュ、眠気を覚ます
ガムなどを手渡し、安全運転をお願いしました。

交
通
安
全
街
頭
指
導

議会の動き議会の動き議会の動き
全員協議会
産業建設常任委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会運営委員会
全国過疎地域自立促進連盟定期総会
（東京都）
産業建設常任委員会　　
全国民間空港所在都市議会協議会実行
委員会（東京都）
第４回臨時会
議会運営委員会
全員協議会
教育委員との意見交換会（文教厚生常任委員会）
議会運営委員会

第４回定例会
議会広報編集特別委員会
会派代表者会議
議会改革特別委員会
全員協議会
議会運営委員会
世界農業遺産に関する議員研修会
産業建設常任委員会
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
議会運営委員会

会派代表者会議
議会広報編集特別委員会
大分県中津市議会文教経済委員会行政
視察来庁
県知事を囲む自治運営懇話会（大分市）
新庁舎建設に関する調査特別委員会
会派代表者会議
議会運営委員会
埼玉県羽生市議会会派行政視察来庁
大分県市議会議長会理事会（豊後高田市）
文教厚生委員会
福岡県筑紫野市議会会派行政視察来庁
九州市議会議長会理事会（福岡県）

県北六市議会議長懇話会（宇佐市）

５日
　　　　　　　　　　　

14日
　　　15日

18日
　20日

22日
　　　　　　　　　　　　

　　　
29日

６日～19日
　　　　６日

　　　　　　　　　　　　　　

11日

13日
16日

　　　17日
　　　　　　　　　　　　　　

　　　19日
　

14日
16日
　　　

17日
20日
21日
23日
27日
28日

30日

３日

11月

1月

12月

2月

平成２５年第４回定例会〔12月定例会〕
主な議案、議案質疑など

７人が市政を問う【一般質問】
12月定例会委員会報告
世界農業遺産をテーマに議員研修
行政視察レポート
特集・議会報告会の結果
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補正予算の主な事業
土地購入費 …………………………１億２９２万３千円

施
設
の
名
称
：
国
東
市
梅
園
の
里

指
定
管
理
者
：
㈲
い
こ
い
の
村
国
東
 

施
設
の
名
称
：
国
東
市
国
東
農
産
物
加
工
直
売
所

　
　
　
　
　
　「
夢
咲
茶
屋
」

指
定
管
理
者
：
㈲
夢
咲
茶
屋
 

施
設
の
名
称
：
国
東
市
国
見
ふ
る
さ
と
展
示
館

指
定
管
理
者
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
９
２
３

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
ん
ク
ラ
ブ
 

施
設
の
名
称
：
国
東
市
物
産
館

指
定
管
理
者
：
㈲
く
に
さ
き
街
づ
く
り
会
社
 

施
設
の
名
称
：
い
こ
い
の
村
国
東

指
定
管
理
者
：
㈲
い
こ
い
の
村
国
東
 

　
平
成
26
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
再

任
ま
た
は
新
た
に
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

　
任
期
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

藤
原
　
敏
郎
　
氏
（
国
東
町
）

吉
武
　
祥
宏
　
氏
（
国
東
町
）

田
吹
　
眞
治
　
氏
（
国
東
町
）

岡
原
　
益
子
　
氏
（
国
東
町
）

小
山
田
髙
己
　
氏
（
国
東
町
）

　
会
期
は
12
月
６
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
14
日
間
。初
日
に
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
や
条
例
改
正
案
、人
権
擁
護
委
員
推
薦
な
ど
17
件
が

上
程
、13
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。最
終
日
、

議
員
か
ら
意
見
書
案
２
件
を
提
出
。提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま

し
た
。請
願
は
継
続
分
を
含
め
７
件
を
審
査
し
２
件
を
採
択
、３
件
を
不
採

択
と
し
、２
件
は
継
続
審
査
が
申
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
10
日
、11
日
に
行
わ
れ
、７
人
の
議
員
が
市
政
を
問
い

ま
し
た
。

12月定例会のあらまし

12月定例会12月定例会

一般会計補正予算

1億2,101万9千円を追加
補正後予算総額   187億6,417万2千円

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備

　
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

条
例
や
手
数
料
条
例
な
ど
、
関
係
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
５
つ
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
議
決

す
る
も
の
で
す
。
指
定
す
る
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

で
す
。 条

例
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑
は
12
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
庁
用
車
購
入
費
（
４
８
０
万
円
）
の
台

数
と
買
い
替
え
の
基
準
は
。

　
３
台
を
買
い
替
え
る
予
定
で
す
。
安
全
走

行
上
問
題
が
あ
る
た
め
、
平
成
26
年
度
の
購

入
予
定
を
、
消
費
税
率
が
上
が
る
前
に
購
入

し
ま
す
。
更
新
時
期
の
目
安
を
公
用
車
管
理

規
程
に
定
め
て
い
ま
す
が
、
購
入
後
10
年
以

上
、
走
行
距
離
10
万
km
以
上
、
使
用
に
耐
え

な
い
も
の
や
多
額
の
維
持
経
費
を
要
す
る
も

の
が
対
象
で
す
。

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料

（
５
０
０
万
円
）
で
当
初
の
対
象
者
数
と

現
状
の
利
用
者
数
は
。
ま
た
効
果
は
。

　
武
蔵
町
の
秀
渓
会
が
新
た
に
事
業
を
開
始

し
、
１
日
７
人
程
の
利
用
が
あ
る
と
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
４
〜
10
月
の
平
均
は
１
日
１

２
．
７
人
で
す
。
障
が
い
を
持
つ
人
の
交
流

一
般
会
計
の
補
正
予
算

の
場
が
確
保
さ
れ
、
心
身
機
能
向
上
や
社
会

適
応
の
訓
練
が
で
き
、
自
立
支
援
に
つ
な
が

る
価
値
あ
る
事
業
と
考
え
ま
す
。

　
水
産
物
等
販
路
拡
大
支
援
事
業
（
４
８

９
万
６
千
円
）
の
内
容
は
。

　
大
分
県
の
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
交
付
金
」
を
活
用
し
ま
す
。
市
内
農
水
産

業
の
販
路
拡
大
に
向
け
、
将
来
、
地
域
の
受

け
皿
と
な
り
う
る
企
業
を
支
援
し
、
失
業
者

の
雇
用
を
創
り
出
す
よ
う
な
企
業
提
案
型
の

公
募
を
行
い
ま
す
。

アストくにさき敷地を地権者から購入

水産物等販路拡大支援事業 ……………４８９万６千円
食品加工会社などと連携し、商品開発や販路拡大を図る
緊急雇用創出事業

新規就農者育成事業 ……………………… ２１０万円
小ネギの栽培技術研修者のための宿泊施設として、旧双国高校教職
員宿舎を県から購入するもの

地域医療再生施設設備整備事業 ………… ４７１万円
消防南分署でドクターヘリの離発着が安全に行えるようヘリパッドの
整備と各署の救急車３台に遠隔地画像伝送システムを導入するもの

主
な
議
案

主
な
議
案

武蔵町古市にある地域活動支援センター「ぽけっと」

く
　 

に
　 

み



3 国東市議会だより 33号 2国東市議会だより 33号

平
成
25
年

第
4
回
定
例
会

平
成
25
年

第
4
回
定
例
会

補正予算の主な事業
土地購入費 …………………………１億２９２万３千円

施
設
の
名
称
：
国
東
市
梅
園
の
里

指
定
管
理
者
：
㈲
い
こ
い
の
村
国
東
 

施
設
の
名
称
：
国
東
市
国
東
農
産
物
加
工
直
売
所

　
　
　
　
　
　「
夢
咲
茶
屋
」

指
定
管
理
者
：
㈲
夢
咲
茶
屋
 

施
設
の
名
称
：
国
東
市
国
見
ふ
る
さ
と
展
示
館

指
定
管
理
者
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人
９
２
３

　
　
　
　
　
　
み
ん
な
ん
ク
ラ
ブ
 

施
設
の
名
称
：
国
東
市
物
産
館

指
定
管
理
者
：
㈲
く
に
さ
き
街
づ
く
り
会
社
 

施
設
の
名
称
：
い
こ
い
の
村
国
東

指
定
管
理
者
：
㈲
い
こ
い
の
村
国
東
 

　
平
成
26
年
３
月
31
日
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
再

任
ま
た
は
新
た
に
推
薦
す
る
も
の
で
す
。

　
任
期
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
で
す
。

藤
原
　
敏
郎
　
氏
（
国
東
町
）

吉
武
　
祥
宏
　
氏
（
国
東
町
）

田
吹
　
眞
治
　
氏
（
国
東
町
）

岡
原
　
益
子
　
氏
（
国
東
町
）

小
山
田
髙
己
　
氏
（
国
東
町
）

　
会
期
は
12
月
６
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
14
日
間
。初
日
に
平
成
25
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
や
条
例
改
正
案
、人
権
擁
護
委
員
推
薦
な
ど
17
件
が

上
程
、13
日
に
一
般
会
計
補
正
予
算
案
が
追
加
提
案
さ
れ
ま
し
た
。最
終
日
、

議
員
か
ら
意
見
書
案
２
件
を
提
出
。提
出
さ
れ
た
議
案
は
す
べ
て
可
決
し
ま

し
た
。請
願
は
継
続
分
を
含
め
７
件
を
審
査
し
２
件
を
採
択
、３
件
を
不
採

択
と
し
、２
件
は
継
続
審
査
が
申
し
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
は
12
月
10
日
、11
日
に
行
わ
れ
、７
人
の
議
員
が
市
政
を
問
い

ま
し
た
。

12月定例会のあらまし

12月定例会12月定例会

一般会計補正予算

1億2,101万9千円を追加
補正後予算総額   187億6,417万2千円

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備

　
消
費
税
率
の
改
正
に
伴
い
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設

条
例
や
手
数
料
条
例
な
ど
、
関
係
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
５
つ
の
公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
、
議
決

す
る
も
の
で
す
。
指
定
す
る
期
間
は
い
ず
れ
も
平
成
26

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で
の
５
年
間

で
す
。 条

例
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
質
疑

議
案
質
疑

議
案
質
疑
は
12
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
庁
用
車
購
入
費
（
４
８
０
万
円
）
の
台

数
と
買
い
替
え
の
基
準
は
。

　
３
台
を
買
い
替
え
る
予
定
で
す
。
安
全
走

行
上
問
題
が
あ
る
た
め
、
平
成
26
年
度
の
購

入
予
定
を
、
消
費
税
率
が
上
が
る
前
に
購
入

し
ま
す
。
更
新
時
期
の
目
安
を
公
用
車
管
理

規
程
に
定
め
て
い
ま
す
が
、
購
入
後
10
年
以

上
、
走
行
距
離
10
万
km
以
上
、
使
用
に
耐
え

な
い
も
の
や
多
額
の
維
持
経
費
を
要
す
る
も

の
が
対
象
で
す
。

　
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料

（
５
０
０
万
円
）
で
当
初
の
対
象
者
数
と

現
状
の
利
用
者
数
は
。
ま
た
効
果
は
。

　
武
蔵
町
の
秀
渓
会
が
新
た
に
事
業
を
開
始

し
、
１
日
７
人
程
の
利
用
が
あ
る
と
見
込
ん

で
い
ま
し
た
が
４
〜
10
月
の
平
均
は
１
日
１

２
．
７
人
で
す
。
障
が
い
を
持
つ
人
の
交
流

一
般
会
計
の
補
正
予
算

の
場
が
確
保
さ
れ
、
心
身
機
能
向
上
や
社
会

適
応
の
訓
練
が
で
き
、
自
立
支
援
に
つ
な
が

る
価
値
あ
る
事
業
と
考
え
ま
す
。

　
水
産
物
等
販
路
拡
大
支
援
事
業
（
４
８

９
万
６
千
円
）
の
内
容
は
。

　
大
分
県
の
「
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特

例
交
付
金
」
を
活
用
し
ま
す
。
市
内
農
水
産

業
の
販
路
拡
大
に
向
け
、
将
来
、
地
域
の
受

け
皿
と
な
り
う
る
企
業
を
支
援
し
、
失
業
者

の
雇
用
を
創
り
出
す
よ
う
な
企
業
提
案
型
の

公
募
を
行
い
ま
す
。

アストくにさき敷地を地権者から購入

水産物等販路拡大支援事業 ……………４８９万６千円
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整備と各署の救急車３台に遠隔地画像伝送システムを導入するもの

主
な
議
案

主
な
議
案

武蔵町古市にある地域活動支援センター「ぽけっと」
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に
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ヘ
リ
パ
ッ
ド
整
備
工
事（
３
５
０
万
円
）

と
あ
る
が
、
以
前
は
空
港
を
使
う
た
め
、

新
し
い
ヘ
リ
パ
ッ
ド
は
必
要
な
い
と
言
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
れ
は
防
災
ヘ
リ
の
場
合
で
す
。
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
二
次
医
療
機
関
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市

民
病
院
敷
地
内
に
ヘ
リ
パ
ッ
ド
が
な
い
た
め
、

現
在
は
南
分
署
庁
舎
東
側
の
車
庫
前
を
使
用
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
職
員
の
車
の
移
動
や
庁

舎
車
庫
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
閉
鎖
な
ど
の
必
要
が

あ
る
た
め
、
今
回
、
南
分
署
敷
地
内
北
側
の
未

整
備
部
分
２
、
１
１
５
㎡
の
う
ち
８
６
４
㎡
を

舗
装
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
第
６
期
計
画
策
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
通
信
運
搬
費
（
２
７
８
万
３
千
円
）
が

郵
送
料
に
し
て
は
金
額
が
大
き
い
が
。

　
多
岐
に
渡
る
改
正
を
計
画
に
反
映
す
る
た

め
に
、
早
急
な
調
査
が
必
要
で
す
。
調
査
票

の
発
送
数
は
65
歳
以
上
の
施
設
入
所
者
を
除

く
１
０
、
７
６
４
通
で
返
送
見
込
み
を
７
、
７

０
０
通
（
70
％
）
と
し
て
い
ま
す
。
調
査
に
は

個
々
の
生
活
機
能
の
状
態
を
把
握
す
る
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
含
ま
れ
て
お
り
、
回
答

い
た
だ
い
た
方
に
は
26
年
度
に
生
活
機
能
評

価
を
行
い
、
結
果
表
を
送
付
し
ま
す
。

　
９
２
３
み
ん
な
ん
ク
ラ
ブ
の
理
事
数
や

事
業
運
営
計
画
は
。

　
申
請
時
点
の
理
事
数
は
15
人
で
す
。「
展

示
を
行
う
」「
文
化
財
施
設
と
し
て
鑑
賞
、

事
業
を
行
う
」「
食
事
の
提
供
」
の
各
機
能

を
活
用
し
地
域
の
皆
さ
ん
に
密
着
し
た
運
営

を
行
い
ま
す
。
ま
た
青
少
年
の
健
全
育
成
や

ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
を
通
し
た
健
康
増
進
活
動

を
融
合
さ
せ
、
町
内
の
芸
術
家
と
連
携
し
た

新
た
な
事
業
展
開
を
考
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

指
定
管
理
者
の
指
定

（
国
見
ふ
る
さ
と
展
示
館
）

新たな事業展開が期待される
国見ふるさと展示館
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議
員

　
新
装
オ
ー
プ
ン
し
た
病
院
の
経
営
基

盤
の
安
定
化
に
向
け
、ど
う
取
り
組
む
か
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　
医
師
は
12
月
現
在
で
17
人
で
す
。
そ
の
中

で
時
間
外
受
診
や
救
急
搬
送
が
増
加
し
、
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
疲
弊
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

大
分
大
学
に
依
頼
し
て
派
遣
医
師
を
確
保
し

て
い
き
た
い
で
す
。

議
員

　
整
形
・
婦
人
科
・
産
科
な
ど
の
医
師

の
常
勤
化
を
望
む
声
が
あ
る
が
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　
産
婦
人
科
を
再
開
す
る
の
は
現
実
的
に
は

断
念
し
て
い
ま
す
。
整
形
外
科
は
働
き
か
け

を
行
っ
て
い
ま
す
が
確
保
が
困
難
で
す
。
働

き
か
け
は
続
け
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
地
域
の
開
業
医
と
の
連
携
は
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　
医
師
会
が
行
っ
て
い
る
休
日
当
番
医
制
度

を
十
分
に
確
立
し
て
も
ら
い
、
市
民
病
院
に

お
い
て
真
の
救
急
患
者
や
重
症
患
者
の
診
療

に
影
響
が
で
な
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
も
協
議
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
新
し
く
な
っ
た
病
院
に
合
わ
せ
て
ど
の

よ
う
な
職
員
研
修
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　
各
部
門
で
勉
強
会
や
研
修
会
を
数
多
く

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
病
院
機
能
評
価

合
格
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
院
内
保
育
所
お
よ
び
病
児
・
病
後
児

保
育
の
委
託
先
、
費
用
、
保
護
者
の
負

担
額
は
。

市
民
病
院
事
務
長

　
こ
れ
ま
で
院
内
保
育
の
延
べ
利
用
者
は
６

０
０
人
で
す
。
何
歳
ま
で
と
い
う
こ
と
は
決

め
て
い
ま
せ
ん
。
保
育
利
用
料
は
第
１
子
が

３
万
円
、
第
２
子
以
降
は
２
万
円
で
す
。

福
祉
事
務
所
長

　
病
児
・
病
後
児
保
育
の
委
託
先
は
株
式
会

社
ア
イ
グ
ラ
ン
で
す
。
委
託
料
は
利
用
者
が

あ
る
場
合
は
１
日
３
万
３
千
円
、
無
い
場
合

は
１
万
６
、
５
０
０
円
で
す
。

議
員

　
市
内
公
私
立
幼
稚
園
、
保
育
園
に
身

体
あ
る
い
は
発
達
障
が
い
児
が
入
所
し

て
き
た
場
合
、
職
員
の
加
配
的
な
措
置

は
あ
る
の
か
。

福
祉
事
務
所
長

　
身
体
、
発
達
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ
い
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
児
の
入

所
に
つ
き
ま
し
て
は
各
保
育
園
な
ど
で
児
童

の
状
況
に
応
じ
た
体
制
を
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
職
員
配
置
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
内
容
を
精
査
し
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
幼
児
期
か
ら
児
童
期
に
か
け
て
小
学

校
と
保
育
園
、
幼
稚
園
が
密
接
に
連
携

す
る
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
対
策
の
今
後
の

方
向
性
は
。

学
校
教
育
課
長

　
こ
の
取
り
組
み
の
課
題
は
教
員
同
士
の
連

携
に
差
が
あ
る
こ
と
と
時
間
の
確
保
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
の
事
業
と
し
て
公

立
小
学
校
教
諭
幼
児
教
育
施
設
派
遣
研
修
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
東
市
も
参
加
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

馬場　將郎

市民病院経営基盤の
　安定化に向けた取り組みは
― 大分大学と連携して医師を確保していきたい ―

議員（新風会）

今
後
の
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
対
策
は

障
が
い
児
の
園
入
所
に
対
す
る
職
員

の
加
配
は

採択された請願

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願
　肝硬変・肝がんを含む全ての肝炎医療に係る医療費助成制度の創設と肝疾患に係る障害認定の
基準を緩和し患者の実態に応じた障害者認定制度を国に求めるものです。
（文教厚生委員会で審査：意見書を衆参両議院議長などへ送付）

ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）決議の実現を求める請願
　交渉にあたり農林水産分野の重要５品目などの聖域の確保を最優先し、確保できないと判断し
た場合は脱退も辞さないものとすること、また交渉には守秘義務規定があるが、公表できることは状
況の進展に応じて速やかに公表することを国に求めるものです。
（産業建設委員会で審査：意見書を内閣総理大臣などへ送付）
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の
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る
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本
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に
は
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時
間
外
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や
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ま
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新
し
く
な
っ
た
病
院
に
合
わ
せ
て
ど
の

よ
う
な
職
員
研
修
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

市
民
病
院
事
業
管
理
者

　
各
部
門
で
勉
強
会
や
研
修
会
を
数
多
く

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
の
病
院
機
能
評
価

合
格
に
向
け
て
努
力
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
院
内
保
育
所
お
よ
び
病
児
・
病
後
児

保
育
の
委
託
先
、
費
用
、
保
護
者
の
負

担
額
は
。

市
民
病
院
事
務
長

　
こ
れ
ま
で
院
内
保
育
の
延
べ
利
用
者
は
６

０
０
人
で
す
。
何
歳
ま
で
と
い
う
こ
と
は
決

め
て
い
ま
せ
ん
。
保
育
利
用
料
は
第
１
子
が

３
万
円
、
第
２
子
以
降
は
２
万
円
で
す
。

福
祉
事
務
所
長

　
病
児
・
病
後
児
保
育
の
委
託
先
は
株
式
会

社
ア
イ
グ
ラ
ン
で
す
。
委
託
料
は
利
用
者
が

あ
る
場
合
は
１
日
３
万
３
千
円
、
無
い
場
合

は
１
万
６
、
５
０
０
円
で
す
。

議
員

　
市
内
公
私
立
幼
稚
園
、
保
育
園
に
身

体
あ
る
い
は
発
達
障
が
い
児
が
入
所
し

て
き
た
場
合
、
職
員
の
加
配
的
な
措
置

は
あ
る
の
か
。

福
祉
事
務
所
長

　
身
体
、
発
達
障
が
い
児
の
支
援
に
つ
い
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
法
律
に
基
づ
い
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
児
の
入

所
に
つ
き
ま
し
て
は
各
保
育
園
な
ど
で
児
童

の
状
況
に
応
じ
た
体
制
を
取
っ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
職
員
配
置
に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
内
容
を
精
査
し
、
前
向
き
に
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
幼
児
期
か
ら
児
童
期
に
か
け
て
小
学

校
と
保
育
園
、
幼
稚
園
が
密
接
に
連
携

す
る
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
対
策
の
今
後
の

方
向
性
は
。

学
校
教
育
課
長

　
こ
の
取
り
組
み
の
課
題
は
教
員
同
士
の
連

携
に
差
が
あ
る
こ
と
と
時
間
の
確
保
が
難
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
県
の
事
業
と
し
て
公

立
小
学
校
教
諭
幼
児
教
育
施
設
派
遣
研
修
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
国
東
市
も
参
加
を

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

馬場　將郎

市民病院経営基盤の
　安定化に向けた取り組みは
― 大分大学と連携して医師を確保していきたい ―

議員（新風会）

今
後
の
小
一
プ
ロ
ブ
レ
ム
対
策
は

障
が
い
児
の
園
入
所
に
対
す
る
職
員

の
加
配
は

採択された請願

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願
　肝硬変・肝がんを含む全ての肝炎医療に係る医療費助成制度の創設と肝疾患に係る障害認定の
基準を緩和し患者の実態に応じた障害者認定制度を国に求めるものです。
（文教厚生委員会で審査：意見書を衆参両議院議長などへ送付）

ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）決議の実現を求める請願
　交渉にあたり農林水産分野の重要５品目などの聖域の確保を最優先し、確保できないと判断し
た場合は脱退も辞さないものとすること、また交渉には守秘義務規定があるが、公表できることは状
況の進展に応じて速やかに公表することを国に求めるものです。
（産業建設委員会で審査：意見書を内閣総理大臣などへ送付）
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一 /般 /質 /問 秋國　良二 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　「
よ
う
こ
そ
世
界
農
業
遺
産
の
里
国
東

市
へ
」「
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
里
」

「
別
府
湾
岸
海
べ
の
道
　
立
ち
寄
り
ス

ポ
ッ
ト
」
な
ど
今
が
旬
の
看
板
が
見
当

た
ら
な
い
が
、
設
置
の
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長

　
そ
れ
ら
の
認
定
・
登
録
は
誘
客
を
図
る
上

で
重
要
な
観
光
素
材
で
あ
り
、
世
界
農
業
遺

産
に
つ
い
て
は
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
案
内
板
設
置
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
、
国
東
市
独

自
の
も
の
で
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
関
係
市

町
と
連
携
を
取
り
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　
国
東
市
観
光
協
会
を
独
立
し
た
組
織

と
し
て
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　
専
任
職
員
を
１
人
配
置
し
、
観
光
客
誘
致

や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、
庁

舎
内
に
事
務
局
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
土
日

祝
日
の
対
応
が
不
十
分
と
指
摘
さ
れ
る
通
り

で
す
。
外
に
独
立
し
た
機
関
と
し
て
運
営
し

て
い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
役
員
会
な
ど

に
諮
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ナ
」を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、給
湯
設
備
、エ

ア
コ
ン
、ト
イ
レ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

産
業
創
出
課
長

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
の
中
で
空
き
店
舗
や
古

家
の
再
生
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
古
材
な
ど

を
利
用
し
た
改
修
技
術
を
取
得
す
る
た
め
の

体
験
の
場
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。
水

回
り
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て
は
当
初
の
設
置

目
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
主
さ

ん
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
大
分
―
沖
縄
線
の
復
活
を
働
き
か
け

て
は
。

商
工
観
光
課
長

　
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
や
航
空
貨
物
の
増

大
な
ど
が
期
待
で
き
れ
ば
、
期
成
会
と
し
て

復
活
の
要
望
も
可
能
だ
と
考
え
ま
す
が
、
採

算
ベ
ー
ス
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
が
基
本
と

考
え
ま
す
。

議
員

　
文
科
省
が
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
学
校

別
の
成
績
公
表
を
認
め
る
方
針
を
出
し

た
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　
学
校
名
の
公
表
に
よ
っ
て
、
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
の
み
で
学
校
が
評
価
さ
れ
ラ
ン
ク
づ

け
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
そ
の
結
果
、
保
護

者
や
地
域
の
学
校
に
対
す
る
信
頼
が
損
な
わ

れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
損

な
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

学
校
名
を
公
表
し
な
く
て
も
学
力
の
向
上
は

推
進
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
家
庭
や
地
域
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
上
か
ら
も
、
学
力
に
限
ら
ず
体
力
や
学

校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
も
含
め
、
教
育
情

報
の
効
果
的
な
公
表
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

　
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
を
改
正
し
、
行
政
代
執
行
や
強
制
的

な
措
置
を
行
っ
て
は
。

総
務
課
長

　
空
き
家
の
適
正
管
理
は
原
則
、
所
有
者
が

行
う
べ
き
で
あ
り
、
代
執
行
す
る
解
体
や
撤

去
の
場
合
は
、
そ
の
費
用
が
回
収
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
り
、
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
条
例
を
改
正
し
て
代
執
行
の
規

定
を
設
け
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

議
員

　
条
例
が
施
行
さ
れ
て
空
き
家
の
情
報

提
供
件
数
と
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
対
処
し
た
の
か
。

総
務
課
長

　
情
報
提
供
の
件
数
は
19
件
で
、
管
理
不
全

と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
４
件
、
残

り
15
件
は
老
朽
危
険
家
屋
な
ど
管
理
不
全
空

き
家
と
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

15
件
の
う
ち
家
屋
の
解
体
、
撤
去
や
防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
応
急
対
策
を
行
っ
た

の
が
５
件
、
問
題
の
解
消
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
10
件
で
す
。

議
員

　
市
民
の
寄
附
と
市
の
補
助
で
所
有
者

の
許
可
を
取
っ
て
解
体
し
た
事
例
が
あ

る
が
、
国
東
市
で
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
老
朽
危
険
家
屋
の
解
体
、
撤
去
な
ど
に
対

す
る
市
の
補
助
制
度
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
国
レ

ベ
ル
で
空
き
家
対
策

の
法
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
今
後
の
状
況

に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

議
員

　
定
住
促
進
を
主
要
施
策
に
す
る
市
の

職
員
が
市
外
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
政

策
の
遂
行
に
説
得
力
が
な
い
。
現
在
、

市
外
居
住
者
は
何
人
か
。

総
務
課
長

　
現
在
、
病
院
、
消
防
を
除
く
市
職
員
の
う

ち
、
市
外
に
居
住
す
る
者
は
21
人
で
す
。

議
員

　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
市
外
居
住
者

を
見
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
は

考
え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
に
事
情
が

あ
り
、
対
象
職
員
に
つ
い
て
は
今
後
も
働
き

か
け
な
ど
の
努
力
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　
市
の
職
員
に
な
り
た
い
と
思
う
人
は

市
の
重
要
な
政
策
を
推
進
す
る
の
が
職

員
の
務
め
で
あ
り
、
採
用
試
験
で
国
東

市
に
住
む
こ
と
を
採
用
条
件
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
消
防
職
員
に
限
り
採
用
を
国
東
市
お
よ
び

東
国
東
郡
に
居
住
で
き
る
人
と
記
載
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
職
種
は
居
住
に
関
す
る
記
載

を
募
集
案
内
に
加
え
る
こ
と
は
、
地
方
公
務

員
法
第
13
条
に
定
め
ら
れ
た
平
等
の
取
り
扱

い
の
原
則
、
同
15
条
の
任
用
の
根
本
基
準
に

抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）

― 看板のリニューアルも含めて検討中 ―

老朽した空き家の
　行政代執行はできないか

「世界農業遺産」などの
　　　　看板設置の予定は

― 現時点では考えていない ―

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

学
校
別
成
績
公
表
は
慎
重
に
対
応

TSURUGAWAコーナは各種セミナーや
会議、イベントにも利用される
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市
外
に
住
ん
で
い
る
市
職
員
が
い
る

と
聞
く
が



一 /般 /質 /問 秋國　良二 議員（市民クラブ）一 /般 /質 /問

議
員

　「
よ
う
こ
そ
世
界
農
業
遺
産
の
里
国
東

市
へ
」「
峯
道
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
の
里
」

「
別
府
湾
岸
海
べ
の
道
　
立
ち
寄
り
ス

ポ
ッ
ト
」
な
ど
今
が
旬
の
看
板
が
見
当

た
ら
な
い
が
、
設
置
の
考
え
は
。

商
工
観
光
課
長

　
そ
れ
ら
の
認
定
・
登
録
は
誘
客
を
図
る
上

で
重
要
な
観
光
素
材
で
あ
り
、
世
界
農
業
遺

産
に
つ
い
て
は
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
に

ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
で
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
の
案
内
板
設
置
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
看
板
設
置
に
つ
い
て
は
、
国
東
市
独

自
の
も
の
で
な
い
部
分
も
あ
る
の
で
関
係
市

町
と
連
携
を
取
り
、
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　
国
東
市
観
光
協
会
を
独
立
し
た
組
織

と
し
て
強
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

商
工
観
光
課
長

　
専
任
職
員
を
１
人
配
置
し
、
観
光
客
誘
致

や
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
が
、
庁

舎
内
に
事
務
局
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
土
日

祝
日
の
対
応
が
不
十
分
と
指
摘
さ
れ
る
通
り

で
す
。
外
に
独
立
し
た
機
関
と
し
て
運
営
し

て
い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
役
員
会
な
ど

に
諮
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

議
員

　「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
コ
ー
ナ
」を
利

用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、給
湯
設
備
、エ

ア
コ
ン
、ト
イ
レ
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

産
業
創
出
課
長

　
パ
ッ
ケ
ー
ジ
事
業
の
中
で
空
き
店
舗
や
古

家
の
再
生
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
、
古
材
な
ど

を
利
用
し
た
改
修
技
術
を
取
得
す
る
た
め
の

体
験
の
場
と
し
て
設
置
し
た
も
の
で
す
。
水

回
り
な
ど
の
設
備
に
つ
い
て
は
当
初
の
設
置

目
的
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
主
さ

ん
と
も
相
談
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
大
分
―
沖
縄
線
の
復
活
を
働
き
か
け

て
は
。

商
工
観
光
課
長

　
新
た
な
観
光
客
の
誘
致
や
航
空
貨
物
の
増

大
な
ど
が
期
待
で
き
れ
ば
、
期
成
会
と
し
て

復
活
の
要
望
も
可
能
だ
と
考
え
ま
す
が
、
採

算
ベ
ー
ス
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
が
基
本
と

考
え
ま
す
。

議
員

　
文
科
省
が
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
学
校

別
の
成
績
公
表
を
認
め
る
方
針
を
出
し

た
が
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
対
処
す
る
か
。

学
校
教
育
課
長

　
学
校
名
の
公
表
に
よ
っ
て
、
学
力
テ
ス
ト

の
結
果
の
み
で
学
校
が
評
価
さ
れ
ラ
ン
ク
づ

け
が
行
わ
れ
る
こ
と
や
、
そ
の
結
果
、
保
護

者
や
地
域
の
学
校
に
対
す
る
信
頼
が
損
な
わ

れ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情
を
損

な
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

学
校
名
を
公
表
し
な
く
て
も
学
力
の
向
上
は

推
進
し
て
い
け
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
家
庭
や
地
域
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果

た
す
上
か
ら
も
、
学
力
に
限
ら
ず
体
力
や
学

校
の
特
色
あ
る
取
り
組
み
も
含
め
、
教
育
情

報
の
効
果
的
な
公
表
の
あ
り
方
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

　
空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す
る
条

例
を
改
正
し
、
行
政
代
執
行
や
強
制
的

な
措
置
を
行
っ
て
は
。

総
務
課
長

　
空
き
家
の
適
正
管
理
は
原
則
、
所
有
者
が

行
う
べ
き
で
あ
り
、
代
執
行
す
る
解
体
や
撤

去
の
場
合
は
、
そ
の
費
用
が
回
収
で
き
な
い

可
能
性
も
あ
り
、
公
費
を
投
入
す
る
こ
と
に

市
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
か
と
い
う
問
題
も

あ
り
ま
す
。
条
例
を
改
正
し
て
代
執
行
の
規

定
を
設
け
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

議
員

　
条
例
が
施
行
さ
れ
て
空
き
家
の
情
報

提
供
件
数
と
そ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
対
処
し
た
の
か
。

総
務
課
長

　
情
報
提
供
の
件
数
は
19
件
で
、
管
理
不
全

と
ま
で
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
が
４
件
、
残

り
15
件
は
老
朽
危
険
家
屋
な
ど
管
理
不
全
空

き
家
と
し
て
対
応
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

15
件
の
う
ち
家
屋
の
解
体
、
撤
去
や
防
護

ネ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
の
応
急
対
策
を
行
っ
た

の
が
５
件
、
問
題
の
解
消
に
至
っ
て
い
な
い

の
が
10
件
で
す
。

議
員

　
市
民
の
寄
附
と
市
の
補
助
で
所
有
者

の
許
可
を
取
っ
て
解
体
し
た
事
例
が
あ

る
が
、
国
東
市
で
は
ど
う
か
。

総
務
課
長

　
老
朽
危
険
家
屋
の
解
体
、
撤
去
な
ど
に
対

す
る
市
の
補
助
制
度
は
現
時
点
で
は
考
え
て

い
ま
せ
ん
が
、
国
レ

ベ
ル
で
空
き
家
対
策

の
法
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
今
後
の
状
況

に
応
じ
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

議
員

　
定
住
促
進
を
主
要
施
策
に
す
る
市
の

職
員
が
市
外
に
住
ん
で
い
る
の
は
、
政

策
の
遂
行
に
説
得
力
が
な
い
。
現
在
、

市
外
居
住
者
は
何
人
か
。

総
務
課
長

　
現
在
、
病
院
、
消
防
を
除
く
市
職
員
の
う

ち
、
市
外
に
居
住
す
る
者
は
21
人
で
す
。

議
員

　
市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
市
外
居
住
者

を
見
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長

　
市
内
に
居
住
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
は

考
え
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
に
事
情
が

あ
り
、
対
象
職
員
に
つ
い
て
は
今
後
も
働
き

か
け
な
ど
の
努
力
は
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

議
員

　
市
の
職
員
に
な
り
た
い
と
思
う
人
は

市
の
重
要
な
政
策
を
推
進
す
る
の
が
職

員
の
務
め
で
あ
り
、
採
用
試
験
で
国
東

市
に
住
む
こ
と
を
採
用
条
件
に
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
消
防
職
員
に
限
り
採
用
を
国
東
市
お
よ
び

東
国
東
郡
に
居
住
で
き
る
人
と
記
載
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
職
種
は
居
住
に
関
す
る
記
載

を
募
集
案
内
に
加
え
る
こ
と
は
、
地
方
公
務

員
法
第
13
条
に
定
め
ら
れ
た
平
等
の
取
り
扱

い
の
原
則
、
同
15
条
の
任
用
の
根
本
基
準
に

抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

宮永　英次 議員（市民改革クラブ）

― 看板のリニューアルも含めて検討中 ―

老朽した空き家の
　行政代執行はできないか

「世界農業遺産」などの
　　　　看板設置の予定は

― 現時点では考えていない ―

全
国
学
力
テ
ス
ト
の

学
校
別
成
績
公
表
は
慎
重
に
対
応

TSURUGAWAコーナは各種セミナーや
会議、イベントにも利用される
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市
外
に
住
ん
で
い
る
市
職
員
が
い
る

と
聞
く
が
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太
陽
光
発
電
施
設
の
課
税
状
況
は

議
員

　
高
知
龍
馬
空
港
、
出
雲
縁
結
び
空
港
、

信
州
ま
つ
も
と
空
港
、
富
士
山
静
岡
空

港
、
山
口
宇
部
空
港
、
有
明
佐
賀
空
港

な
ど
県
名
、
地
名
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
空
港
名
が
あ
る
が
、
今

注
目
を
浴
び
て
い
る
国
東
に
立
地
す
る

空
港
の
名
称
を
「
大
分
く
に
さ
き
空
港
」

と
変
更
す
る
よ
う
県
や
国
に
働
き
か
け

る
考
え
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
国
東
市
の
Ｐ
Ｒ
、
観
光
の
振
興
へ
の
効
果

は
絶
大
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
市

民
の
盛
り
上
が
り
や
熱
意
が
大
切
で
あ
り
、

あ
わ
せ
て
大
分
県
お
よ
び
県
内
各
方
面
に
理

解
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

　
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
に
貼
っ
た
、

市
の
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
さ
吉
く
ん
」
の
シ
ー
ル
を
公
用
車
に
貼

る
考
え
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
イ
ベ
ン
ト
グ
ッ
ズ
、
公
用
車
へ
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
貼
付
、
公
用
封
筒
、
名
刺
、

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
な
ど
数
多
く
の
も
の
に
活

用
し
、
市
内
外
に
世
界
農
業
遺
産
の
里
と
し

て
国
東
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

　
市
内
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。税

務
課
長

　
現
在
計
画
中
、
工
事
中

の
施
設
な
ど
の
状
況
は

１
、
０
０
０
ｋ
ｗ
未
満
が

48
カ
所
、
１
、
０
０
０
ｋ

ｗ
以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
３
カ
所
で
す
。

議
員

　
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
課

税
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

税
務
課
長

　
土
地
の
評
価
額
は
宅
地
の
７
割
程
度
、
税

を
賦
課
す
る
課
税
標
準
額
は
宅
地
の
５
割
程

度
が
上
限
に
な
り
ま
す
。
事
業
用
太
陽
発
電

設
備
は
償
却
資
産
と
な
り
、
固
定
資
産
税
が

か
か
り
ま
す
。

議
員

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
よ
り
周
辺
の

景
観
が
損
な
わ
れ
る
と
し
て
、
地
域
住

民
が
反
対
す
る
事
例
が
あ
る
が
、
本
市

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
苦
情
が
あ
る
の

か
。

環
境
衛
生
課
長

　
２
件
あ
り
ま
し
た
が
、
県
国
東
保
健
部
と

市
環
境
衛
生
課
で
協
議
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

議
員

　
県
内
で
景
観
条
例
を
制
定
す
る
と
の

報
道
が
あ
る
が
本
市
も
規
定
を
設
け
る

考
え
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
市
の
総
合
計
画
の
中
で
整
合
性
を
と
り
な

が
ら
、
前
向
き
な
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
簡
易
水
道

の
４
事
業
の
外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
）
の
考
え
は
。

上
下
水
道
課
長

　
委
託
で
き
る
業
務
は
３
つ
に
分
類
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、①
水
質
検
査
が
主
の
法
的

な
も
の
②
水
源
地
の
集
中
管
理
、
下
水
道
処

理
場
な
ど
の
維
持
管
理
、
上
下
水
道
の
台
帳

や
専
用
ソ
フ
ト
の
開
発
、
保
守
や
電
気
施
設

の
点
検
、
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
な
ど
専
門
技

術
を
要
す
る
業
務
③
処
理
場
の
清
掃
や
メ
ー

タ
ー
検
針
な
ど
経
費
削
減
を
目
的
と
し
た
業

務
が
あ
り
、
地
元
優
先
で
委
託
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
平
成
21
年
の
管
理
業
務
委
託
調
査
検

討
委
員
会
の
発
表
に
よ
る
と
１
０
０
以

上
の
団
体
が
外
部
委
託
に
取
り
掛
か
っ

て
い
る
。
国
東
市
に
お
い
て
も
将
来
的

に
上
下
水
道
の
人
件
費
を
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

上
下
水
道
課
長

　
今
す
ぐ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
先
進
地
に
見

習
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
地
元
の
企
業
に
専
門
的
な
技
術
が
な

い
場
合
、
行
政
が
育
成
す
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
作
れ
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長

　
専
門
的
な
資
格
や
免
許
が
必
要
な
場
合
に

お
い
て
も
地
元
の
企
業
が
専
門
技
術
者
の
育

成
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
資
料
や
仕
様
書

な
ど
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員

　
こ
の
件
以
外
で
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
取
り
組
め
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
外
部
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し

た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
、

市
民
の
求
め
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
事
務
事
業
の
委
託
導
入
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員

　
将
来
的
に
人
口
減
少
、
歳
入
歳
出
予

算
20
％
減
少
、
市
職
員
の
適
正
化
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

政
策
企
画
課
長

　
平
成
23
年
度
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
民

間
活
力
を
う
ま
く
活
用
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
よ
る
人
件
費
や
負
担
を
少
な
く
す
る

た
め
に
も
積
極
的
に
導
入
し
た
い
と
書
い
て

お
り
、
具
体
的
な
検
討
も
始
め
て
い
ま
す
。

議
員

　
老
朽
し
た
団
地
を
解
体
し
総
戸
数
を

減
ら
し
て
は
。

建
設
課
長

　
40
年
以
上
の
老
朽
化
住
宅
は
１
４
２
戸
が

募
集
停
止
で
す
。
入
居
者
の
多
く
が
高
齢
者

で
経
済
的
理
由
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
収

入
の
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
住
み
替
え
を

勧
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
家
賃
の
見
直
し
改
定
は
。

建
設
課
長

　
家
賃
は
毎
年
度
、
入
居
者
の
収
入
申
告
に

基
づ
い
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
公
営
住
宅

法
施
行
令
を
基
本
に
算
定
し
て
い
き
ま
す
。

唯有　幸明 議員（創世会）

「大分くにさき空港」に
　　　　　名称変更しては
― 市民の盛り上がりや熱意が必要 ―

上下水道事業の外部委託の検討は
― 法に基づく専門的技術、経費節減の面で　  
                　　極力地元で実施中 ―
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老
朽
し
た
市
営
住
宅
を
減
ら
す

取
り
組
み
は

ソラシドエアに貼られている
さ吉くんのデザイン
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太
陽
光
発
電
施
設
の
課
税
状
況
は

議
員

　
高
知
龍
馬
空
港
、
出
雲
縁
結
び
空
港
、

信
州
ま
つ
も
と
空
港
、
富
士
山
静
岡
空

港
、
山
口
宇
部
空
港
、
有
明
佐
賀
空
港

な
ど
県
名
、
地
名
だ
け
で
な
く
、
イ
ン

パ
ク
ト
の
あ
る
空
港
名
が
あ
る
が
、
今

注
目
を
浴
び
て
い
る
国
東
に
立
地
す
る

空
港
の
名
称
を
「
大
分
く
に
さ
き
空
港
」

と
変
更
す
る
よ
う
県
や
国
に
働
き
か
け

る
考
え
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
国
東
市
の
Ｐ
Ｒ
、
観
光
の
振
興
へ
の
効
果

は
絶
大
と
考
え
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
市

民
の
盛
り
上
が
り
や
熱
意
が
大
切
で
あ
り
、

あ
わ
せ
て
大
分
県
お
よ
び
県
内
各
方
面
に
理

解
を
求
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

　
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
の
機
体
に
貼
っ
た
、

市
の
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
さ
吉
く
ん
」
の
シ
ー
ル
を
公
用
車
に
貼

る
考
え
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
イ
ベ
ン
ト
グ
ッ
ズ
、
公
用
車
へ
の
マ
グ

ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
の
貼
付
、
公
用
封
筒
、
名
刺
、

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
な
ど
数
多
く
の
も
の
に
活

用
し
、
市
内
外
に
世
界
農
業
遺
産
の
里
と
し

て
国
東
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

議
員

　
市
内
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の
状
況
を
把

握
し
て
い
る
の
か
。税

務
課
長

　
現
在
計
画
中
、
工
事
中

の
施
設
な
ど
の
状
況
は

１
、
０
０
０
ｋ
ｗ
未
満
が

48
カ
所
、
１
、
０
０
０
ｋ

ｗ
以
上
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

が
３
カ
所
で
す
。

議
員

　
ソ
ー
ラ
ー
施
設
の
課

税
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

税
務
課
長

　
土
地
の
評
価
額
は
宅
地
の
７
割
程
度
、
税

を
賦
課
す
る
課
税
標
準
額
は
宅
地
の
５
割
程

度
が
上
限
に
な
り
ま
す
。
事
業
用
太
陽
発
電

設
備
は
償
却
資
産
と
な
り
、
固
定
資
産
税
が

か
か
り
ま
す
。

議
員

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
よ
り
周
辺
の

景
観
が
損
な
わ
れ
る
と
し
て
、
地
域
住

民
が
反
対
す
る
事
例
が
あ
る
が
、
本
市

に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
苦
情
が
あ
る
の

か
。

環
境
衛
生
課
長

　
２
件
あ
り
ま
し
た
が
、
県
国
東
保
健
部
と

市
環
境
衛
生
課
で
協
議
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
。

議
員

　
県
内
で
景
観
条
例
を
制
定
す
る
と
の

報
道
が
あ
る
が
本
市
も
規
定
を
設
け
る

考
え
は
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
市
の
総
合
計
画
の
中
で
整
合
性
を
と
り
な

が
ら
、
前
向
き
な
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

　
公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公
共

下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
、
簡
易
水
道

の
４
事
業
の
外
部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
）
の
考
え
は
。

上
下
水
道
課
長

　
委
託
で
き
る
業
務
は
３
つ
に
分
類
で
き
る

と
考
え
て
お
り
、①
水
質
検
査
が
主
の
法
的

な
も
の
②
水
源
地
の
集
中
管
理
、
下
水
道
処

理
場
な
ど
の
維
持
管
理
、
上
下
水
道
の
台
帳

や
専
用
ソ
フ
ト
の
開
発
、
保
守
や
電
気
施
設

の
点
検
、
産
業
廃
棄
物
の
運
搬
な
ど
専
門
技

術
を
要
す
る
業
務
③
処
理
場
の
清
掃
や
メ
ー

タ
ー
検
針
な
ど
経
費
削
減
を
目
的
と
し
た
業

務
が
あ
り
、
地
元
優
先
で
委
託
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
平
成
21
年
の
管
理
業
務
委
託
調
査
検

討
委
員
会
の
発
表
に
よ
る
と
１
０
０
以

上
の
団
体
が
外
部
委
託
に
取
り
掛
か
っ

て
い
る
。
国
東
市
に
お
い
て
も
将
来
的

に
上
下
水
道
の
人
件
費
を
削
減
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

上
下
水
道
課
長

　
今
す
ぐ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
先
進
地
に
見

習
っ
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
地
元
の
企
業
に
専
門
的
な
技
術
が
な

い
場
合
、
行
政
が
育
成
す
る
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
作
れ
な
い
か
。

上
下
水
道
課
長

　
専
門
的
な
資
格
や
免
許
が
必
要
な
場
合
に

お
い
て
も
地
元
の
企
業
が
専
門
技
術
者
の
育

成
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
資
料
や
仕
様
書

な
ど
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

議
員

　
こ
の
件
以
外
で
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
取
り
組
め
な
い
か
。

政
策
企
画
課
長

　
外
部
委
託
や
指
定
管
理
者
制
度
を
活
用
し

た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
も
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
、

市
民
の
求
め
る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

で
き
る
よ
う
事
務
事
業
の
委
託
導
入
に
向
け

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

議
員

　
将
来
的
に
人
口
減
少
、
歳
入
歳
出
予

算
20
％
減
少
、
市
職
員
の
適
正
化
に
向

け
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

政
策
企
画
課
長

　
平
成
23
年
度
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で
民

間
活
力
を
う
ま
く
活
用
し
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
に
よ
る
人
件
費
や
負
担
を
少
な
く
す
る

た
め
に
も
積
極
的
に
導
入
し
た
い
と
書
い
て

お
り
、
具
体
的
な
検
討
も
始
め
て
い
ま
す
。

議
員

　
老
朽
し
た
団
地
を
解
体
し
総
戸
数
を

減
ら
し
て
は
。

建
設
課
長

　
40
年
以
上
の
老
朽
化
住
宅
は
１
４
２
戸
が

募
集
停
止
で
す
。
入
居
者
の
多
く
が
高
齢
者

で
経
済
的
理
由
も
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
収

入
の
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
住
み
替
え
を

勧
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
家
賃
の
見
直
し
改
定
は
。

建
設
課
長

　
家
賃
は
毎
年
度
、
入
居
者
の
収
入
申
告
に

基
づ
い
た
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
公
営
住
宅

法
施
行
令
を
基
本
に
算
定
し
て
い
き
ま
す
。

唯有　幸明 議員（創世会）

「大分くにさき空港」に
　　　　　名称変更しては
― 市民の盛り上がりや熱意が必要 ―

上下水道事業の外部委託の検討は
― 法に基づく専門的技術、経費節減の面で　  
                　　極力地元で実施中 ―
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老
朽
し
た
市
営
住
宅
を
減
ら
す

取
り
組
み
は

ソラシドエアに貼られている
さ吉くんのデザイン



一 /般 /質 /問

議
員

　
市
職
員
で
市
外
か
ら
の
通
勤
者
の
状

況
、
ま
た
市
外
居
住
者
へ
の
住
居
手
当

の
支
給
状
況
は
。
市
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
、
他
市
で
は
市
内
居
住
を
基
本
ま

た
は
奨
励
し
て
い
る
。
国
東
市
で
も
募

集
、
採
用
に
当
た
っ
て
市
内
居
住
を
条

件
に
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
市
外
か
ら
の
通
勤
者
は
現
時
点
で
21
人
で

す
。
過
去
３
年
間
の
比
較
は
平
成
22
年
12
月

現
在
14
人
、
平
成
23
年
12
月
現
在
14
人
、
平

成
24
年
12
月
現
在
15
人
で
す
。
住
宅
手
当
の

支
給
は
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
お
よ

び
住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
い
て
支

給
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、

居
住
地
を
制
限
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

議
員

　
市
内
居
住
者
を
増
や
す
に
は
職
員
が

市
内
に
居
住
す
る
こ
と
は
大
変
有
益
と

考
え
る
が
。

総
務
課
長

　
居
住
地
を
制
限
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
が
、
全
国
的
な
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

議
員

　
長
期
間
、
入
居
希
望
の
な
い
市
営
住

宅
、
特
に
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
富
来
の
４
、

５
階
は
空
き
部
屋
が
多
い
。
家
賃
の
引

き
下
げ
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
市
土

地
開
発
公
社
が
保
有
し
て
い
る
宅
地
分

譲
地
の
販
売
対
策
は
。

建
設
課
長

　
市
営
住
宅
の
入
居
率
は
82
％
で
あ
り
、
本

年
度
か
ら
民
間
の
情
報
誌
に
掲
載
し
市
外
を

含
め
入
居
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

コ
ー
ポ
ラ
ス
富
来
の
入
居
募
集
に
つ
い
て
は

特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

商
工
観
光
課
長

　
公
社
が
平
成
25
年
度
に
市
内
３
団
地
の
不

動
産
鑑
定
再
評
価
を
行
い
、
分
譲
価
格
の
見

直
し
を
行
っ
た
結
果
、
全
体
的
に
分
譲
価
格

は
３
割
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
促

進
の
取
り
組
み
と
し
て
は
現
地
看
板
を
更
新

し
、
情
報
発
信
を
高
め
、
一
層
の
販
売
の
促

進
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
若
い
世
代
の
市
民
が
市
営
住
宅
に
入

居
し
た
り
、
分
譲
地
を
購
入
し
て
新
築

を
し
た
り
す
る
の
に
何
ら
か
の
特
典
な

ど
の
考
え
は
。

政
策
企
画
課
長

　
若
い
世
代
の
定
義
が
難
し
く
、
過
去
に
実

施
し
た
事
業
な
ど
の
費
用
対
効
果
を
検
証
し

た
結
果
、
現
在
は
居
住
に
関
す
る
補
助
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
福
祉
、
観
光
、
教
育
の
里
づ

く
り
が
魅
力
あ
る
国
東
市
づ
く
り
に
な
り
、

若
者
定
住
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

　
市
営
住
宅
は
法
の
縛
り
が
あ
り
家
賃
設
定

が
自
由
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
柔
軟
に

考
え
、
方
法
に
つ
い
て
研
究
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

伊牟田　洋史 議員（創世会）

定住促進のため市職員の採用に
市内居住を条件にできないか
― 憲法、地公法、条例などを含め
　　　　全国的な状況を調査、研究する ―

一 /般 /質 /問 吉田　眞津子議員（市民改革クラブ）

議
員

　
今
年
度
新
た
な
方
式
で
実
施
し
て
い

る
「
さ
か
し
な
ろ
う
会
」（
介
護
予
防
推

進
事
業
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
状
況

と
課
題
は
。

介
護
保
険
課
長

　
見
直
し
に
よ
り
、
２
次
予
防
事
業
（
要
支

援
、
要
介
護
状
態
と
な
る
恐
れ
の
高
い
状
態

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
運
動
機
能
の
改
善
な
ど
を
行
う
事

業
）
に
加
え
、
１
次
予
防
事
業
（
元
気
な
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
）
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
25
年
度
は
公
募
に
よ
り
３
事
業

者
、
６
事
業
所
に
委
託
し
て
お
り
、
14
カ
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
ま
で
で
２
次

予
防
事
業
に
２
６
８
人
、
１
次
予
防
事
業
に

３
１
１
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
課
題
と
し

て
、
高
齢
者
の
方
々
が
予
防
事
業
の
中
で
実

践
し
た
こ
と
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
支
援

が
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
気
軽
に
集
ま
る

こ
と
が
で
き
、
健
康
維
持
を
意
識
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
場
所
の
提
供
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
地
域
の
公
民
館
や
公
共
施
設
の
跡
地

な
ど
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
が
、
事
故
に
対
す
る
補
償
は
受
託

者
の
責
任
と
な
っ
て
い
る
。
身
体
機
能

に
不
安
が
あ
る
方
が
利
用
す
る
の
に
そ

れ
で
い
い
か
。
実
施
場
所
な
ど
の
環
境

改
善
の
取
り
組
み
は
。

介
護
保
険
課
長

　
実
施
場
所
の
選
定
、
運
営
に
つ
い
て
は
全

て
委
託
先
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
必

要
が
あ
れ
ば
指
導
者
を
増
や
す
こ
と
を
認
め
、

加
算
を
付
け
る
よ
う
な
制
度
に
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
国
東
市
の
認
知
症
対
策
の
進
捗
状
況

と
課
題
は
。

介
護
保
険
課
長

　
認
知
症
予
防
に
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
健
や
か
サ
ロ
ン
事
業

団
体
全
て
に
呼
び
掛
け
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
間
に
認
知
症
の

学
習
会
を
実
施
し
、
ま
た
、
民
生
委
員
、
保

健
推
進
員
対
象
の
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
や
家
族
を
支
え
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
介
護
者
家
族
教
室

を
２
カ
月
に
１
回
開
催
し
、
講
師
を
招
い
た

研
修
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
視
察
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
定
の
介
護
度
を
持
つ
方
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方
に
は
介
護
者
手
当
支
給
事

業
、
介
護
用
品
支
給
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

議
員

　
第
５
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
が
高
い
高
齢
者
が

非
常
に
多
い
と
い
う
実
態
を
み
て
い
る
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
は
。

介
護
保
険
課
長

　
県
内
で
は
、
豊
後
高
田
市
、
中
津
市
、
臼

杵
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
九
州
・
山
口
・

沖
縄
の
９
県
で
は
70
市
町
村
が
事
業
を
実
施

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
調
査
項
目
を
設
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「さかしなろう会」の今後の課題は
― 事業で実践したことを　　　　　　

　　　　　　継続できる環境づくりが必要 ―

ゲームで交流する安岐町の健やかサロン
”いきいきサロン日向”の皆さんサンコーポラス富来は５階建ての市営住宅
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一 /般 /質 /問

議
員

　
市
職
員
で
市
外
か
ら
の
通
勤
者
の
状

況
、
ま
た
市
外
居
住
者
へ
の
住
居
手
当

の
支
給
状
況
は
。
市
職
員
の
採
用
に
つ

い
て
、
他
市
で
は
市
内
居
住
を
基
本
ま

た
は
奨
励
し
て
い
る
。
国
東
市
で
も
募

集
、
採
用
に
当
た
っ
て
市
内
居
住
を
条

件
に
で
き
な
い
か
。

総
務
課
長

　
市
外
か
ら
の
通
勤
者
は
現
時
点
で
21
人
で

す
。
過
去
３
年
間
の
比
較
は
平
成
22
年
12
月

現
在
14
人
、
平
成
23
年
12
月
現
在
14
人
、
平

成
24
年
12
月
現
在
15
人
で
す
。
住
宅
手
当
の

支
給
は
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
お
よ

び
住
居
手
当
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
い
て
支

給
し
て
い
ま
す
。
職
員
の
採
用
に
つ
い
て
、

居
住
地
を
制
限
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

ま
す
。

議
員

　
市
内
居
住
者
を
増
や
す
に
は
職
員
が

市
内
に
居
住
す
る
こ
と
は
大
変
有
益
と

考
え
る
が
。

総
務
課
長

　
居
住
地
を
制
限
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
ま
す
が
、
全
国
的
な
状
況
を
調
査
し
ま
す
。

議
員

　
長
期
間
、
入
居
希
望
の
な
い
市
営
住

宅
、
特
に
サ
ン
コ
ー
ポ
ラ
ス
富
来
の
４
、

５
階
は
空
き
部
屋
が
多
い
。
家
賃
の
引

き
下
げ
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
市
土

地
開
発
公
社
が
保
有
し
て
い
る
宅
地
分

譲
地
の
販
売
対
策
は
。

建
設
課
長

　
市
営
住
宅
の
入
居
率
は
82
％
で
あ
り
、
本

年
度
か
ら
民
間
の
情
報
誌
に
掲
載
し
市
外
を

含
め
入
居
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。
サ
ン

コ
ー
ポ
ラ
ス
富
来
の
入
居
募
集
に
つ
い
て
は

特
別
な
こ
と
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

商
工
観
光
課
長

　
公
社
が
平
成
25
年
度
に
市
内
３
団
地
の
不

動
産
鑑
定
再
評
価
を
行
い
、
分
譲
価
格
の
見

直
し
を
行
っ
た
結
果
、
全
体
的
に
分
譲
価
格

は
３
割
ほ
ど
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
販
売
促

進
の
取
り
組
み
と
し
て
は
現
地
看
板
を
更
新

し
、
情
報
発
信
を
高
め
、
一
層
の
販
売
の
促

進
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員

　
若
い
世
代
の
市
民
が
市
営
住
宅
に
入

居
し
た
り
、
分
譲
地
を
購
入
し
て
新
築

を
し
た
り
す
る
の
に
何
ら
か
の
特
典
な

ど
の
考
え
は
。

政
策
企
画
課
長

　
若
い
世
代
の
定
義
が
難
し
く
、
過
去
に
実

施
し
た
事
業
な
ど
の
費
用
対
効
果
を
検
証
し

た
結
果
、
現
在
は
居
住
に
関
す
る
補
助
は
し

て
い
ま
せ
ん
。
福
祉
、
観
光
、
教
育
の
里
づ

く
り
が
魅
力
あ
る
国
東
市
づ
く
り
に
な
り
、

若
者
定
住
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
長

　
市
営
住
宅
は
法
の
縛
り
が
あ
り
家
賃
設
定

が
自
由
に
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
っ
と
柔
軟
に

考
え
、
方
法
に
つ
い
て
研
究
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。

伊牟田　洋史 議員（創世会）

定住促進のため市職員の採用に
市内居住を条件にできないか
― 憲法、地公法、条例などを含め
　　　　全国的な状況を調査、研究する ―

一 /般 /質 /問 吉田　眞津子議員（市民改革クラブ）

議
員

　
今
年
度
新
た
な
方
式
で
実
施
し
て
い

る
「
さ
か
し
な
ろ
う
会
」（
介
護
予
防
推

進
事
業
）
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
状
況

と
課
題
は
。

介
護
保
険
課
長

　
見
直
し
に
よ
り
、
２
次
予
防
事
業
（
要
支

援
、
要
介
護
状
態
と
な
る
恐
れ
の
高
い
状
態

に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
運
動
機
能
の
改
善
な
ど
を
行
う
事

業
）
に
加
え
、
１
次
予
防
事
業
（
元
気
な
高

齢
者
を
対
象
と
し
た
事
業
）
を
行
う
こ
と
と

し
ま
し
た
。
25
年
度
は
公
募
に
よ
り
３
事
業

者
、
６
事
業
所
に
委
託
し
て
お
り
、
14
カ
所

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
現
時
点
ま
で
で
２
次

予
防
事
業
に
２
６
８
人
、
１
次
予
防
事
業
に

３
１
１
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
課
題
と
し

て
、
高
齢
者
の
方
々
が
予
防
事
業
の
中
で
実

践
し
た
こ
と
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に
支
援

が
必
要
で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
気
軽
に
集
ま
る

こ
と
が
で
き
、
健
康
維
持
を
意
識
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
場
所
の
提
供
が
必
要
と
考
え

て
お
り
、
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

　
地
域
の
公
民
館
や
公
共
施
設
の
跡
地

な
ど
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ

う
だ
が
、
事
故
に
対
す
る
補
償
は
受
託

者
の
責
任
と
な
っ
て
い
る
。
身
体
機
能

に
不
安
が
あ
る
方
が
利
用
す
る
の
に
そ

れ
で
い
い
か
。
実
施
場
所
な
ど
の
環
境

改
善
の
取
り
組
み
は
。

介
護
保
険
課
長

　
実
施
場
所
の
選
定
、
運
営
に
つ
い
て
は
全

て
委
託
先
に
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
必

要
が
あ
れ
ば
指
導
者
を
増
や
す
こ
と
を
認
め
、

加
算
を
付
け
る
よ
う
な
制
度
に
し
て
い
ま
す
。

議
員

　
国
東
市
の
認
知
症
対
策
の
進
捗
状
況

と
課
題
は
。

介
護
保
険
課
長

　
認
知
症
予
防
に
有
効
と
さ
れ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
健
や
か
サ
ロ
ン
事
業

団
体
全
て
に
呼
び
掛
け
て
、
平
成
24
年
度
か

ら
26
年
度
ま
で
の
３
年
間
の
間
に
認
知
症
の

学
習
会
を
実
施
し
、
ま
た
、
民
生
委
員
、
保

健
推
進
員
対
象
の
研
修
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
認
知
症
高
齢
者
や
家
族
を
支
え
る

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
介
護
者
家
族
教
室

を
２
カ
月
に
１
回
開
催
し
、
講
師
を
招
い
た

研
修
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
視
察
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
定
の
介
護
度
を
持
つ
方
を
介

護
さ
れ
て
い
る
方
に
は
介
護
者
手
当
支
給
事

業
、
介
護
用
品
支
給
事
業
な
ど
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

議
員

　
第
５
期
の
介
護
保
険
事
業
計
画
で
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
が
高
い
高
齢
者
が

非
常
に
多
い
と
い
う
実
態
を
み
て
い
る
。

介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
の
導
入

を
検
討
し
て
は
。

介
護
保
険
課
長

　
県
内
で
は
、
豊
後
高
田
市
、
中
津
市
、
臼

杵
市
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
九
州
・
山
口
・

沖
縄
の
９
県
で
は
70
市
町
村
が
事
業
を
実
施

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
ニ
ー
ズ
調
査
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
調
査
項
目
を
設
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

「さかしなろう会」の今後の課題は
― 事業で実践したことを　　　　　　

　　　　　　継続できる環境づくりが必要 ―

ゲームで交流する安岐町の健やかサロン
”いきいきサロン日向”の皆さんサンコーポラス富来は５階建ての市営住宅
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専決処分の承認を求めることについて（平成25年度国東市一般会計補正予算第5号）
平成25年度国東市一般会計補正予算(第６号）
専決処分の報告について（訴えの提起）

●

●

●

承認
可決
報告

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年第４回臨時会（平成25年11月22日）

議案等議決結果一覧

【市長提出議案】

平成25年度国東市一般会計補正予算(第７号）
平成25年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第２号　介護サービス事業勘定第２号）
平成25年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例について
国東市職員の給与に関する条例の一部改正について
国東市介護保険条例の一部改正について
国東市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
指定管理者の指定について（５件）
平成25年度国東市一般会計補正予算(第８号）
人権擁護委員の推薦について（５件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
適任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年第４回定例会（平成25年12月６日～12月19日）

【市長提出議案】

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書案
ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）決議の実現を求める請願書意見書案
●

●

可決
可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

【議員発議】

集団的自衛権に関するこれまでの政府見解を堅持することを求める請願
今秋の消費税率引き上げを先送りすることを求める請願
固定資産税（漁業用償却資産）免除を求める請願
大分県と四国電力との防災協定の締結を要望する意見書の提出を求める請願
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願
教職員が保護者や地域等とつながり、地域に根ざした学校教育活動ができるための環境づくりを求める請願
ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）決議の実現を求める請願

●

●

●

●

●

●

●

不採択
不採択
不採択
継続審査
採択

継続審査
採択

・・・・・・・・・・・・・　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　
・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・　　
・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　

【請願】

総
務
常
任
委
員
会                      

委
員
長

　大
谷

　和
義

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
４
件
、
請
願
２
件
お
よ
び
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
17
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
４
件
の
審
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
長
お
よ
び
関
係
課
長
の
出

席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り

討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
４
件
に
つ
き
ま
し
て
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
第
３
号
「
集
団
的
自
衛
権

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
大
変
重
要
な
問
題
で

あ
り
ま
す
。
近
年
周
辺
諸
国
と
の
摩
擦
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
、
国
政
の
場

で
議
論
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
地
方
か
ら
意
見
す
る
立
場
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、
本
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
全
会
一
致
で
決
し
ま

し
た
。

　
同
じ
く
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
第
４
号
「
今
秋
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
財
政
が
厳
し
い
事
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
財
源
確
保
の
た
め

に
税
収
の
ア
ッ
プ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
来
年
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
は
す
で
に
決
定
事
項
で
あ
る
た
め
に
、
本
請
願
に
つ
き

ま
し
て
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
全
会
一
致
で
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
第
５
号
「
固
定
資
産
税
（
漁
業
用
償
却
資
産
）
免
除
を
求

め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
こ
数
年
来
の
不
況
か
ら
魚
価
が
低
迷

し
、
燃
油
・
漁
業
用
資
材
が
高
騰
し
、
漁
業
者
の
経
営
が
逼
迫
し
て
お
る

こ
と
、
ま
た
、
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
し
、
第

１
次
産
業
を
守
る
こ
と
は
市
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
東
市

の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
数
に
占
め
る
漁
業
用
償
却
資
産
に
対
す
る

課
税
対
象
者
は
全
体
の
０
．
０
５
％
で
あ
り
、
今
回
の
請
願
の
趣
旨
は
漁

業
用
償
却
資
産
に
限
っ
て
の
免
除
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
は
税
の
公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
県
下
の
自
治
体

の
課
税
や
減
免
等
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
下
す
べ
て
の
自
治
体

で
課
税
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
事
か
ら
判
断
し
た
場
合
、

本
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
全
会
一
致
で
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
請
願
第
６
号
「
大
分
県
と
四
国
電
力
と
の
防
災
協
定

の
締
結
を
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
」

は
、
国
東
市
に
と
っ
て
四
国
電
力
伊
方
原
発
は
海
を
挟
ん
で
対
岸

に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
は
迅
速
な
情
報

提
供
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
伊
方
原
発
は
現

在
稼
働
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
県
の
対
策

な
ど
の
状
況
を
調
査
し
た
い
と
の
判
断
か
ら
現
段
階
で
結
論
を
出

す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
審
査
が
必
要
で
あ
る

た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
致
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　委
員
長

　木
付

　親
次

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
５
件
、
請
願
２
件
に
つ
き

ま
し
て
は
、
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席

を
求
め
、
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
決
に
当
た
り
討
論
も
な
く
、
全
員

異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
７
号
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

審
査
に
あ
た
り
参
考
人
の
出
席
を
要
請
し
請
願
の
趣
旨
説
明
を
求

め
審
査
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
本
請
願
は
採
択
す
る
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
第
８
号
「
教
職
員
が
保
護
者
や
地
域
等
と
つ
な
が

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
教
育
活
動
が
で
き
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
査
に
あ
た
り
参
考

人
の
出
席
を
要
請
し
請
願
の
趣
旨
説
明
を
求
め
審
査
い
た
し
ま
し

た
が
、
な
お
審
査
に
日
時
を
要
す
る
た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　委
員
長

　一
丸

　政
春

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

12
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
請
願
第
９
号
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
決
議
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
き
ま
し
て
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

12
月
定
例
会
委
員
会
報
告

　国東市議会は12月13日、国東半島・宇佐地域世界農業遺産推進協議
会の林浩昭会長を講師に招き、議員研修会を行いました。「世界農業遺産
と国東半島・宇佐地域の伝統について」をテーマに、この地域が世界農業
遺産に認定されるまでのエピソードなどをお話しいただきました。
　林会長は「色んな人との出会いや支えで認定までたどり着いたが、三浦
梅園やペトロ・カスイ岐部など国東の先人たちの存在が後押ししてくれ
た」といい「農業遺産は保存が目的ではなく、認定されることで変化し、活
性化させていくもの」と強調されました。国東市議会としても、世界に誇れ
る国東半島・宇佐地域への道に協力していきます。

農業遺産認定で国東半島の活性化を

「農業遺産は単なる保存が目的でない」と
林会長（右）

13 国東市議会だより 33号 12国東市議会だより 33号

産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

マリンピアむさしを訪れた産業建設委員 旧来浦小は介護施設に利用される

　市内武蔵町の「マリンピアむさし」を訪れ、事業概
要や課題などを確認しました。

 12/16　 マリンピアむさしを訪問

　市内国東町の旧来浦小学校跡地が介護施設に
利用されるため、改修現場を視察しました。

 12/17　 旧来浦小を視察

　７月に実施した市内学校訪問の結果などについ
て教育委員と意見交換しました。

 11/22　 教育委員との意見交換会

世界農業遺産をテーマに議員研修



専決処分の承認を求めることについて（平成25年度国東市一般会計補正予算第5号）
平成25年度国東市一般会計補正予算(第６号）
専決処分の報告について（訴えの提起）

●

●

●

承認
可決
報告

・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年第４回臨時会（平成25年11月22日）

議案等議決結果一覧

【市長提出議案】

平成25年度国東市一般会計補正予算(第７号）
平成25年度国東市介護保険事業特別会計補正予算（保険事業勘定第２号　介護サービス事業勘定第２号）
平成25年度国東市簡易水道事業特別会計補正予算（第２号）
消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例について
国東市職員の給与に関する条例の一部改正について
国東市介護保険条例の一部改正について
国東市後期高齢者医療に関する条例の一部改正について
指定管理者の指定について（５件）
平成25年度国東市一般会計補正予算(第８号）
人権擁護委員の推薦について（５件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
可決
適任

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

平成25年第４回定例会（平成25年12月６日～12月19日）

【市長提出議案】

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書案
ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）決議の実現を求める請願書意見書案
●

●

可決
可決

・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・

【議員発議】

集団的自衛権に関するこれまでの政府見解を堅持することを求める請願
今秋の消費税率引き上げを先送りすることを求める請願
固定資産税（漁業用償却資産）免除を求める請願
大分県と四国電力との防災協定の締結を要望する意見書の提出を求める請願
ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充に関する意見書の提出を求める請願
教職員が保護者や地域等とつながり、地域に根ざした学校教育活動ができるための環境づくりを求める請願
ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ）決議の実現を求める請願

●

●

●

●

●

●

●

不採択
不採択
不採択
継続審査
採択

継続審査
採択

・・・・・・・・・・・・・　　
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　
・・・・・・・・・・・　　

・・・・・・・・　　
・　　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　　

【請願】

総
務
常
任
委
員
会                      

委
員
長

　大
谷

　和
義

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
４
件
、
請
願
２
件
お
よ
び
継
続
審

査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
２
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
17
日
に
委
員

会
を
開
催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。

　
議
案
４
件
の
審
査
に
つ
き
ま
し
て
は
、
消
防
長
お
よ
び
関
係
課
長
の
出

席
説
明
を
求
め
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り

討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
４
件
に
つ
き
ま
し
て
審
査
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
第
３
号
「
集
団
的
自
衛
権

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
政
府
見
解
を
堅
持
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
わ
が
国
の
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
大
変
重
要
な
問
題
で

あ
り
ま
す
。
近
年
周
辺
諸
国
と
の
摩
擦
が
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

も
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
よ
っ
て
、
こ
の
問
題
は
、
国
政
の
場

で
議
論
す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
地
方
か
ら
意
見
す
る
立
場
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
た
め
、
本
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
全
会
一
致
で
決
し
ま

し
た
。

　
同
じ
く
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
ま
し
た
請
願
第
４
号
「
今
秋
の
消
費
税

率
引
き
上
げ
を
先
送
り
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

国
の
財
政
が
厳
し
い
事
は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
財
源
確
保
の
た
め

に
税
収
の
ア
ッ
プ
は
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
来
年
４
月
か
ら
の
消
費

税
率
の
引
き
上
げ
は
す
で
に
決
定
事
項
で
あ
る
た
め
に
、
本
請
願
に
つ
き

ま
し
て
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
全
会
一
致
で
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
第
５
号
「
固
定
資
産
税
（
漁
業
用
償
却
資
産
）
免
除
を
求

め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
こ
数
年
来
の
不
況
か
ら
魚
価
が
低
迷

し
、
燃
油
・
漁
業
用
資
材
が
高
騰
し
、
漁
業
者
の
経
営
が
逼
迫
し
て
お
る

こ
と
、
ま
た
、
後
継
者
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
は
理
解
で
き
ま
す
し
、
第

１
次
産
業
を
守
る
こ
と
は
市
の
使
命
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
東
市

の
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
数
に
占
め
る
漁
業
用
償
却
資
産
に
対
す
る

課
税
対
象
者
は
全
体
の
０
．
０
５
％
で
あ
り
、
今
回
の
請
願
の
趣
旨
は
漁

業
用
償
却
資
産
に
限
っ
て
の
免
除
で
あ
り
、
こ
れ
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ

て
は
税
の
公
平
性
に
欠
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
県
下
の
自
治
体

の
課
税
や
減
免
等
の
状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
県
下
す
べ
て
の
自
治
体

で
課
税
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。
以
上
の
事
か
ら
判
断
し
た
場
合
、

本
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
全
会
一
致
で
決
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
請
願
第
６
号
「
大
分
県
と
四
国
電
力
と
の
防
災
協
定

の
締
結
を
要
望
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
」

は
、
国
東
市
に
と
っ
て
四
国
電
力
伊
方
原
発
は
海
を
挟
ん
で
対
岸

に
位
置
し
て
い
る
た
め
に
事
故
が
あ
っ
た
場
合
に
は
迅
速
な
情
報

提
供
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
伊
方
原
発
は
現

在
稼
働
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
の
で
、
も
う
少
し
県
の
対
策

な
ど
の
状
況
を
調
査
し
た
い
と
の
判
断
か
ら
現
段
階
で
結
論
を
出

す
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
審
査
が
必
要
で
あ
る

た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
致
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　委
員
長

　木
付

　親
次

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
５
件
、
請
願
２
件
に
つ
き

ま
し
て
は
、
12
月
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席

を
求
め
、
慎
重
に
審
査
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
採
決
に
当
た
り
討
論
も
な
く
、
全
員

異
議
な
く
原
案
通
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
請
願
第
７
号
「
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
す
る
医
療
費
助
成
の
拡

充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

審
査
に
あ
た
り
参
考
人
の
出
席
を
要
請
し
請
願
の
趣
旨
説
明
を
求

め
審
査
い
た
し
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
本
請
願
は
採
択
す
る
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
請
願
第
８
号
「
教
職
員
が
保
護
者
や
地
域
等
と
つ
な
が

り
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
教
育
活
動
が
で
き
る
た
め
の
環
境
づ

く
り
を
求
め
る
請
願
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
審
査
に
あ
た
り
参
考

人
の
出
席
を
要
請
し
請
願
の
趣
旨
説
明
を
求
め
審
査
い
た
し
ま
し

た
が
、
な
お
審
査
に
日
時
を
要
す
る
た
め
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
　
　委
員
長

　一
丸

　政
春

　
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
８
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

12
月
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
、
関
係
課
長
の
出
席
説
明
を
求
め

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
と
も
、
採
決
に
あ
た
り
討
論
は
な
く
、
全
員
異
議
な
く

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
請
願
第
９
号
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
決
議
の
実
現
を
求
め
る
請
願
」

に
つ
き
ま
し
て
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審

査
し
た
結
果
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

12
月
定
例
会
委
員
会
報
告

　国東市議会は12月13日、国東半島・宇佐地域世界農業遺産推進協議
会の林浩昭会長を講師に招き、議員研修会を行いました。「世界農業遺産
と国東半島・宇佐地域の伝統について」をテーマに、この地域が世界農業
遺産に認定されるまでのエピソードなどをお話しいただきました。
　林会長は「色んな人との出会いや支えで認定までたどり着いたが、三浦
梅園やペトロ・カスイ岐部など国東の先人たちの存在が後押ししてくれ
た」といい「農業遺産は保存が目的ではなく、認定されることで変化し、活
性化させていくもの」と強調されました。国東市議会としても、世界に誇れ
る国東半島・宇佐地域への道に協力していきます。

農業遺産認定で国東半島の活性化を

「農業遺産は単なる保存が目的でない」と
林会長（右）

13 国東市議会だより 33号 12国東市議会だより 33号

産業建設常任委員会

文教厚生常任委員会

マリンピアむさしを訪れた産業建設委員 旧来浦小は介護施設に利用される

　市内武蔵町の「マリンピアむさし」を訪れ、事業概
要や課題などを確認しました。

 12/16　 マリンピアむさしを訪問

　市内国東町の旧来浦小学校跡地が介護施設に
利用されるため、改修現場を視察しました。

 12/17　 旧来浦小を視察

　７月に実施した市内学校訪問の結果などについ
て教育委員と意見交換しました。

 11/22　 教育委員との意見交換会

世界農業遺産をテーマに議員研修



　平成 20 年６月に議会基本条例を制定した福島県会
津若松市議会を訪ねました。「市民の負託に応えうる
合議体たる議会づくりを目指して」を基本理念とし
ています。
　議会の果たす役割は言うまでもなく、行政のチェッ
ク機能、市民とのパイプ役、そして何より政策提言
にどう関わっていくかが重要視されます。そこで私
たちが会津若松市議会に学びたかったことが２点あ
りました。
　一つは、その政策形成サイクルです。市民との意
見交換会で出された多種多様な意見を整理し、問題
を発見→発見した問題を分類・分析し、課題設定へ
→設定された課題については、優先順位・重要性・
緊急性等を考察・評価する「問題分析」を行う。年
２回の意見交換会で出された意見を政策に生かす手
法は学んでいいと感じました。
　もう一つは、常任委員会における議員間討議の進
め方についてです。会津若松市議会では、議案・資
料の配布（８日前）を受けて、各議員で議案内容の
事前調査・検討、そして課題や論点の洗い出し→委
員会で議員による論点整理・確認→論点を踏まえた
当局への質疑→争点があれば論点を再整理し、議員
間討議→討論→表決と進めています。

　私たちも平成 25 年４月に議会基本条例を制定しま
した。その目的の中で、議会運営の基本事項を定め
ることにより、市民が安心して生活できる豊かなま
ちづくりの実現に寄与することとしています。さら
に、議会・議員の活動原則として、議会は①市民の
代表機関であり市政運営のチェック、②市民の多様な
意見を把握し政策立案に取り組む、③情報公開と説明
責任、④市民に分かりやすい議会運営、⑤市民の関心
を高める議会運営に努めると定めています。
　議会基本条例は制定することが目的ではなく、条例
をいかに議員活動・議会活動に生かしていくかが問わ
れています。言い
換えれば「市民が
主役の条例」であ
るかどうかです。
　今回、会津若松
市議会と意見交換
ができたことは大
きな収穫であり、
大変刺激を受けた
ことを付記して報
告といたします。

会津若松市議会は議会改革の先進地

議会改革特別委員会 10／ 22～ 23
福島県会津若松市 委員長 宮永　英次

　当委員会は、10 月 28 日、三重県伊賀市に行政視
察を実施しました。
　伊賀市は、平成 16 年に１市３町２村が対等合併し
て新市として発足。７年前から議会基本条例を制定
しており、議会改革の先進地として研修先としまし
た。条例項目の中の「議会報告会」、「反問権」、「政
策討論会」について詳しく説明を受けました。また、
政務活動費についても話を聞くことができました。
　「議会報告会」は、実施要項に沿って議員 24 人が
６班に分かれて行っています。開催場所は、小学校
区単位で行っており、昨年度は 31 回開催していると
いうことでした。内容については予め地区から意見
交換のテーマをもらって進めています。
　「反問権」については過去に５例しかなく、平成
21年からは実績がないようです。また「政策討論会」
については年平均３、４回開催し、議員間討議を行
い議員発議により条例化できた実績があるというこ
とでした。
　「政務活動費」は、月額２万円を毎年４月と 10 月
に半年分を一括して交付されています。ただし、半

分弱は返還されている状況でありました。
　今回の視察で、伊賀市議会が政策提言までのプロ
セスができているということが分かりました。議会
報告会で市民からの課題を収集し、それを政策討論
会で議論し、市民や執行部と協議を経て議員発議ま
で持っていくという過程ができていました。
　私共も、伊賀市のように政策提言までのプロセス
を大事にして議会改革を進めるべく努力をしていき
たいと思います。

伊賀市議会で政策提言のノウハウを学ぶ

議会運営委員会 10／ 28～ 29
三重県伊賀市 委員長 　水　國人

15 国東市議会だより 33号 14国東市議会だより 33号

議会報告会  4会場で実施
今年度で３回目となる議会報告会を昨年10月、市内４会場で行い、69人が参加しました。
各会場での意見、質問と会場で実施したアンケートの結果をお知らせします。

特 集

絶対に行うべき

【意見】 参加者が少ないので何か良い方法はないか・議題を絞る

47.4

ある程度行うべき

50.9

必要ない

0.0

未回答

1.8

1.  議会報告会は必要と思いますか（％）

現状で良い（市内４ヵ所）

【意見】 地区公民館で行うと良い・ケーブルテレビで放映してほしい

87.7

もう少し増やすべき

7.0

する必要ない

1.8

未回答

3.6

2.  議会報告会は今までの場所で良いか（％）

以前に比べ良くなった

59.6

あまり変わらない

36.8

悪くなった

1.8

未回答

1.8

3.  国東市議会は良い方向に変わってきているか（％）

知っていた

【意見】 全ては知りません

【意見】 これ以上減らさない方がよい

36.8

なんとなく聞いた事がある

42.1

知らなかった

22.8

未回答

0.0

4.  「議会基本条例」そのものがあることを知っていましたか（％）

減らすべきでなかった

5.3

22人で良かった

7.0

削減は妥当だった

87.7

未回答

0.0

5.  議員定数が20人になりましたが（％）

読みやすい

【意見】 マニフェストに対する答えがない・専門用語で理解しづらいものがある

31.6

まあまあ読みやすい

61.4

読みにくい

0.0

内容を変えるべき

5.3

未回答

1.8

全て見る

17.5

少し見る

75.4

全く見ない

5.3

録画してでも見る

1.6

未回答

0.0

世界農業遺産の認定

28.1

別府湾岸風景街道認定

17.5

ロングトレイルの開設

7.0

全てを期待する

38.6

未回答

8.8

6.  議会広報紙「議会だより」は読みやすいですか（％）

7.  議会をケーブルテレビでよく見ますか（％）

【意見】 いろいろ工夫してほしい・仏の里国東に関すること・高齢化に伴う今後の農業対策（耕作放棄地対策）

8.  次の項目でどれを期待しますか（％）

9.  自由意見
・市民の生活や環境をもっとよく見るべきだ。
・ボランティア学習会をすすめてください。
・議員の皆様が勉強されていることが、報告会の説明でよく感じました。
・議員の方々には、よく努力され地域行政に支援をいただき、感謝しています。今後の活躍を期待しています。
・頑張ってください。

※次ページにも引き続き掲載。

行 政 視 察 レ ポ ー ト行 政 視 察 レ ポ ー ト

■ 会場でのアンケート結果（回答者57人、回答率82.6％）



　平成 20 年６月に議会基本条例を制定した福島県会
津若松市議会を訪ねました。「市民の負託に応えうる
合議体たる議会づくりを目指して」を基本理念とし
ています。
　議会の果たす役割は言うまでもなく、行政のチェッ
ク機能、市民とのパイプ役、そして何より政策提言
にどう関わっていくかが重要視されます。そこで私
たちが会津若松市議会に学びたかったことが２点あ
りました。
　一つは、その政策形成サイクルです。市民との意
見交換会で出された多種多様な意見を整理し、問題
を発見→発見した問題を分類・分析し、課題設定へ
→設定された課題については、優先順位・重要性・
緊急性等を考察・評価する「問題分析」を行う。年
２回の意見交換会で出された意見を政策に生かす手
法は学んでいいと感じました。
　もう一つは、常任委員会における議員間討議の進
め方についてです。会津若松市議会では、議案・資
料の配布（８日前）を受けて、各議員で議案内容の
事前調査・検討、そして課題や論点の洗い出し→委
員会で議員による論点整理・確認→論点を踏まえた
当局への質疑→争点があれば論点を再整理し、議員
間討議→討論→表決と進めています。

　私たちも平成 25 年４月に議会基本条例を制定しま
した。その目的の中で、議会運営の基本事項を定め
ることにより、市民が安心して生活できる豊かなま
ちづくりの実現に寄与することとしています。さら
に、議会・議員の活動原則として、議会は①市民の
代表機関であり市政運営のチェック、②市民の多様な
意見を把握し政策立案に取り組む、③情報公開と説明
責任、④市民に分かりやすい議会運営、⑤市民の関心
を高める議会運営に努めると定めています。
　議会基本条例は制定することが目的ではなく、条例
をいかに議員活動・議会活動に生かしていくかが問わ
れています。言い
換えれば「市民が
主役の条例」であ
るかどうかです。
　今回、会津若松
市議会と意見交換
ができたことは大
きな収穫であり、
大変刺激を受けた
ことを付記して報
告といたします。

会津若松市議会は議会改革の先進地

議会改革特別委員会 10／ 22～ 23
福島県会津若松市 委員長 宮永　英次

　当委員会は、10 月 28 日、三重県伊賀市に行政視
察を実施しました。
　伊賀市は、平成 16 年に１市３町２村が対等合併し
て新市として発足。７年前から議会基本条例を制定
しており、議会改革の先進地として研修先としまし
た。条例項目の中の「議会報告会」、「反問権」、「政
策討論会」について詳しく説明を受けました。また、
政務活動費についても話を聞くことができました。
　「議会報告会」は、実施要項に沿って議員 24 人が
６班に分かれて行っています。開催場所は、小学校
区単位で行っており、昨年度は 31 回開催していると
いうことでした。内容については予め地区から意見
交換のテーマをもらって進めています。
　「反問権」については過去に５例しかなく、平成
21年からは実績がないようです。また「政策討論会」
については年平均３、４回開催し、議員間討議を行
い議員発議により条例化できた実績があるというこ
とでした。
　「政務活動費」は、月額２万円を毎年４月と 10 月
に半年分を一括して交付されています。ただし、半

分弱は返還されている状況でありました。
　今回の視察で、伊賀市議会が政策提言までのプロ
セスができているということが分かりました。議会
報告会で市民からの課題を収集し、それを政策討論
会で議論し、市民や執行部と協議を経て議員発議ま
で持っていくという過程ができていました。
　私共も、伊賀市のように政策提言までのプロセス
を大事にして議会改革を進めるべく努力をしていき
たいと思います。

伊賀市議会で政策提言のノウハウを学ぶ

議会運営委員会 10／ 28～ 29
三重県伊賀市 委員長 　水　國人

15 国東市議会だより 33号 14国東市議会だより 33号

議会報告会  4会場で実施
今年度で３回目となる議会報告会を昨年10月、市内４会場で行い、69人が参加しました。
各会場での意見、質問と会場で実施したアンケートの結果をお知らせします。

特 集

絶対に行うべき

【意見】 参加者が少ないので何か良い方法はないか・議題を絞る

47.4

ある程度行うべき

50.9

必要ない

0.0

未回答

1.8

1.  議会報告会は必要と思いますか（％）

現状で良い（市内４ヵ所）

【意見】 地区公民館で行うと良い・ケーブルテレビで放映してほしい

87.7

もう少し増やすべき

7.0

する必要ない

1.8

未回答

3.6

2.  議会報告会は今までの場所で良いか（％）

以前に比べ良くなった

59.6

あまり変わらない

36.8

悪くなった

1.8

未回答

1.8

3.  国東市議会は良い方向に変わってきているか（％）

知っていた

【意見】 全ては知りません

【意見】 これ以上減らさない方がよい

36.8

なんとなく聞いた事がある

42.1

知らなかった

22.8

未回答

0.0

4.  「議会基本条例」そのものがあることを知っていましたか（％）

減らすべきでなかった

5.3

22人で良かった

7.0

削減は妥当だった

87.7

未回答

0.0

5.  議員定数が20人になりましたが（％）

読みやすい

【意見】 マニフェストに対する答えがない・専門用語で理解しづらいものがある

31.6

まあまあ読みやすい

61.4

読みにくい

0.0

内容を変えるべき

5.3

未回答

1.8

全て見る

17.5

少し見る

75.4

全く見ない

5.3

録画してでも見る

1.6

未回答

0.0

世界農業遺産の認定

28.1

別府湾岸風景街道認定

17.5

ロングトレイルの開設

7.0

全てを期待する

38.6

未回答

8.8

6.  議会広報紙「議会だより」は読みやすいですか（％）

7.  議会をケーブルテレビでよく見ますか（％）

【意見】 いろいろ工夫してほしい・仏の里国東に関すること・高齢化に伴う今後の農業対策（耕作放棄地対策）

8.  次の項目でどれを期待しますか（％）

9.  自由意見
・市民の生活や環境をもっとよく見るべきだ。
・ボランティア学習会をすすめてください。
・議員の皆様が勉強されていることが、報告会の説明でよく感じました。
・議員の方々には、よく努力され地域行政に支援をいただき、感謝しています。今後の活躍を期待しています。
・頑張ってください。

※次ページにも引き続き掲載。

行 政 視 察 レ ポ ー ト行 政 視 察 レ ポ ー ト

■ 会場でのアンケート結果（回答者57人、回答率82.6％）



17 国東市議会だより 33号 16国東市議会だより 33号

■ 国東会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月11日（金）
会　場　アストくにさき　3階会議室
参加者　10人

議会からの回答意見・質問

1
　国東市の税や公共料金、保険料な
どの未納は多いようだが、回収の方
法はどうなっているのか。

　議会としても毎回指摘しています。現在、債権回収対策室を設置
し、悪質な滞納については裁判に訴えるなど、専門的に回収を行っ
ています。

2
　市内に多く建っているアパートな
どの対策として、それを利用した定
住対策はとれないか。

　アパートなどの空き家は、約3,000戸建てられている中で約
1,500程度あります。空き家を市の方で管理して定住を進めてはど
うかと議会で一般質問をしましたが、市営住宅にも空きがあるとの
事でした。今後、定住対策の課題としていきます。

4
　イノシシ、シカの被害で非常に無駄
な労費を費やしているように思うが、
もっと捕獲に力を入れてはどうか。

　佐伯あたりでは捕獲するだけではなく、流通や加工にも力を入れ
ていると聞いています。国東市でも毎年5,000万円以上の予算を
計上し有害鳥獣捕獲対策を行っています。両方の対策が必要だと考
えています。

3
　学校給食に、イノシシ、シカ肉を提
供できないのか。

　杵築市山香町の加工場を視察しました。肉は臭くはありませんで
したが、シカ肉は1.8倍、イノシシ肉は1.5倍と価格が高くなってい
ます。市内でもある保育園では試食しているところもあり、杵築市の
学校給食でも月１回程度出しているようです。流通やコストの問題
がクリアされれば提供できるのではないかと考えています。

5
　医学生奨学金貸付事業について、
345万円程度の予算で将来医師の確
保は可能なのか。

　医学生の奨学金制度は、昨年度やっと制度化しました。24年度は
3人希望があり実施しています。申請が必要ですが、今後人数が増え
れば増額していくことになります。医師確保のため、地域医療を守る
ための補助制度ですので、今後の成果に期待しているところです。

6
　高齢化による耕作放棄地増加防止
対策として、農業法人化の現状および
今後の対策はどうなっているのか。

　人口の減、高齢化などによって第1次産業従事者が減っているの
は認識しています。中山間総合整備事業や農地・水環境保全向上対
策事業などを利用して農業法人化を推進しています。限界集落も増
えてきているので、まずそこに住む人々が団結して取り組んでいこ
うとする話し合いが必要だと考えています。

7
　シイタケの栽培を進めている様だが
価格が安くなっている。市・県のトップ
セールスはどうなっているのか。

　シイタケの価格は低迷しています。生産には補助を出しています
が、販売に関しては世界農業遺産の乾シイタケ「香りちゃん」として
付加価値をつけています。東京の方でも好評だと聞いています。県
も市も椎茸組合も努力していると思っています。

8
　議会基本条例を詳しく説明してほ
しい。

　議会の最高規範として制定しました。執行部のチェック機関だけ
でなく、市民の意見を聞きながら議員として政策を提言できる力量
を持つことが重要で、議員一人一人の努力と資質の向上を目的とし
たものです。

■ 国見会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月9日（水）
会　場　国見町生涯学習センターみんなんかん
参加者　26人

議会からの回答意見・質問

1
　市民の声を届けるためにも、議員
定数を削減する必要はないのではな
いか。

　定数の見極めは難しいですが、委員会構成や近隣の市との整合
性、人口数などを総合的に判断し、2人削減の20人としたところです。

2
　市民健康課で実施していたサロン
事業が今年度より無くなったが、力を
入れてもらいたい。

　高齢者すこやかサロン事業については、引き続き行っています。

4
　災害時に備えるための食料や飲料
水の備蓄状況はどうなっているのか。

　毛布などは本庁および各総合支所に、アルファー米・主食用（パ
ン）缶詰・飲料水は武蔵総合支所旧電算室に保管しています。

3
　「空き家等の適正管理に関する条
例」に対して、効果があったのか。倒
壊寸前の建物への対処は。

　6件の情報提供があり、指導・撤去を2件実施しています。
　倒壊寸前の建物の対処については、議会としても執行部に申し入
れをしているところです。

5

　歳出の中で、農林水産業費が前年
度対比で34 . 4％の減、教育費が
21.5％の減との大幅な減少となって
いるが、その内容は。

　農林水産業費の減については、「きめ細やかな事業」の終了が、教
育費は武蔵中学校の法面改修工事や小中学校の耐震工事の事業の
終了が減額の大きな要因となっています。

6
　中学校での英語の学力が低下して
いるが、課外学習などの状況はどう
なっているのか。

　指導している先生方の語学力が弱いのではないかと考えられま
す。そのため、これまで指導されてきて退職された方々に指導方法
を学んでいるところです。

7
　アナグマの被害が多いが、市も捕獲
箱を作り、貸し出してもらいたい。

　捕獲に関しては免許保有者などの資格がある方でないとできま
せん。被害が大きくなっているので、来年度予算に反映していただ
き、被害防止を執行部にお願いしているところです。

8

　高齢者の交通事故が多発してい
る。いろいろな対策をしていると思う
が、議会としての対応や方策があれ
ば指導してもらいたい。

　国見トンネルの改修については、今年度中に実施します。各関係機
関と連携を取り、対処するように執行部に要望しているところです。

9

　会派所属議員が質問する場合、会
派で意思統一して会派を代表して質
問をしているのか。個人の考えでの
質問なのか。

　執行部に対しての質問は、一般質問と提出された議案についての
質問の2種類があります。
　一般質問は、個人の思いであり会派で統一したものではありませ
ん。制限はしていません。議案についての質問は、会派の中で勉強会
をして重複しないように話し合って実施しています。

10 　議員の標準定数はあるのか。
　合併当初は、地方自治法で人口3～5万人の市については26人
と規定されていました。現在は地方自治法の改正により市の自主性
に任され、それぞれの条例で定めるようになりました。

・質問用紙が１枚で少ない。希望者にはもっと渡すべきだ。当日、説明のあとで受け付けるべき。
・各議員の立候補におけるマニフェストを会報に載せて、個々の達成率を記入してください。
・次回改選時、４カ所での立会演説会を開催されるか、ケーブルテレビで放映してほしい。
・市民福祉と市政発展に向け、大変ご活躍されていることに感謝しています。
・一般質問をもっと早くネット配信してもらいたい。
・議会、市職員共に向上してきたと思いますが、議員の現地視察研修はあるが、市消防職員の東京消防庁での研修や、
市民病院看護師の大学病院などでの研修を実施したら良いと思います。（スキルアップのためにも）。
・農業法人化を急ぐべきだと思います。４次産業化より出発。インターネット販売化の検討（道の駅では宣伝不足）。
・若い人たちに夢と希望を与えられるような施策を期待する。
・若い街づくりを工夫してもらう。一次産業を重視しても労力を担うものがいない。対策は。
・議員会派について、それぞれの方が、なぜその会派に所属しているのか見えない。
・出席者が少ない。区長さんなどに呼び掛けたらもう少し集まると思うが。
・議員さんは議員報酬がゼロであっても議員を続ける意思はおありでしょうか。
・世界農業遺産に認定されたが、現状を保つことは大変な労力だと思う。少子高齢化している現状、観光を目的としてい
るが一部の人が儲けるだけだと思う。
・報告会に出席しようとする問題意識を良くするテーマを事前に伝えて、広く意見を求める場にしてもらいたい。
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■ 国東会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月11日（金）
会　場　アストくにさき　3階会議室
参加者　10人

議会からの回答意見・質問

1
　国東市の税や公共料金、保険料な
どの未納は多いようだが、回収の方
法はどうなっているのか。

　議会としても毎回指摘しています。現在、債権回収対策室を設置
し、悪質な滞納については裁判に訴えるなど、専門的に回収を行っ
ています。

2
　市内に多く建っているアパートな
どの対策として、それを利用した定
住対策はとれないか。

　アパートなどの空き家は、約3,000戸建てられている中で約
1,500程度あります。空き家を市の方で管理して定住を進めてはど
うかと議会で一般質問をしましたが、市営住宅にも空きがあるとの
事でした。今後、定住対策の課題としていきます。

4
　イノシシ、シカの被害で非常に無駄
な労費を費やしているように思うが、
もっと捕獲に力を入れてはどうか。

　佐伯あたりでは捕獲するだけではなく、流通や加工にも力を入れ
ていると聞いています。国東市でも毎年5,000万円以上の予算を
計上し有害鳥獣捕獲対策を行っています。両方の対策が必要だと考
えています。

3
　学校給食に、イノシシ、シカ肉を提
供できないのか。

　杵築市山香町の加工場を視察しました。肉は臭くはありませんで
したが、シカ肉は1.8倍、イノシシ肉は1.5倍と価格が高くなってい
ます。市内でもある保育園では試食しているところもあり、杵築市の
学校給食でも月１回程度出しているようです。流通やコストの問題
がクリアされれば提供できるのではないかと考えています。

5
　医学生奨学金貸付事業について、
345万円程度の予算で将来医師の確
保は可能なのか。

　医学生の奨学金制度は、昨年度やっと制度化しました。24年度は
3人希望があり実施しています。申請が必要ですが、今後人数が増え
れば増額していくことになります。医師確保のため、地域医療を守る
ための補助制度ですので、今後の成果に期待しているところです。

6
　高齢化による耕作放棄地増加防止
対策として、農業法人化の現状および
今後の対策はどうなっているのか。

　人口の減、高齢化などによって第1次産業従事者が減っているの
は認識しています。中山間総合整備事業や農地・水環境保全向上対
策事業などを利用して農業法人化を推進しています。限界集落も増
えてきているので、まずそこに住む人々が団結して取り組んでいこ
うとする話し合いが必要だと考えています。

7
　シイタケの栽培を進めている様だが
価格が安くなっている。市・県のトップ
セールスはどうなっているのか。

　シイタケの価格は低迷しています。生産には補助を出しています
が、販売に関しては世界農業遺産の乾シイタケ「香りちゃん」として
付加価値をつけています。東京の方でも好評だと聞いています。県
も市も椎茸組合も努力していると思っています。

8
　議会基本条例を詳しく説明してほ
しい。

　議会の最高規範として制定しました。執行部のチェック機関だけ
でなく、市民の意見を聞きながら議員として政策を提言できる力量
を持つことが重要で、議員一人一人の努力と資質の向上を目的とし
たものです。

■ 国見会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月9日（水）
会　場　国見町生涯学習センターみんなんかん
参加者　26人

議会からの回答意見・質問

1
　市民の声を届けるためにも、議員
定数を削減する必要はないのではな
いか。

　定数の見極めは難しいですが、委員会構成や近隣の市との整合
性、人口数などを総合的に判断し、2人削減の20人としたところです。

2
　市民健康課で実施していたサロン
事業が今年度より無くなったが、力を
入れてもらいたい。

　高齢者すこやかサロン事業については、引き続き行っています。

4
　災害時に備えるための食料や飲料
水の備蓄状況はどうなっているのか。

　毛布などは本庁および各総合支所に、アルファー米・主食用（パ
ン）缶詰・飲料水は武蔵総合支所旧電算室に保管しています。

3
　「空き家等の適正管理に関する条
例」に対して、効果があったのか。倒
壊寸前の建物への対処は。

　6件の情報提供があり、指導・撤去を2件実施しています。
　倒壊寸前の建物の対処については、議会としても執行部に申し入
れをしているところです。

5

　歳出の中で、農林水産業費が前年
度対比で34 . 4％の減、教育費が
21.5％の減との大幅な減少となって
いるが、その内容は。

　農林水産業費の減については、「きめ細やかな事業」の終了が、教
育費は武蔵中学校の法面改修工事や小中学校の耐震工事の事業の
終了が減額の大きな要因となっています。

6
　中学校での英語の学力が低下して
いるが、課外学習などの状況はどう
なっているのか。

　指導している先生方の語学力が弱いのではないかと考えられま
す。そのため、これまで指導されてきて退職された方々に指導方法
を学んでいるところです。

7
　アナグマの被害が多いが、市も捕獲
箱を作り、貸し出してもらいたい。

　捕獲に関しては免許保有者などの資格がある方でないとできま
せん。被害が大きくなっているので、来年度予算に反映していただ
き、被害防止を執行部にお願いしているところです。

8

　高齢者の交通事故が多発してい
る。いろいろな対策をしていると思う
が、議会としての対応や方策があれ
ば指導してもらいたい。

　国見トンネルの改修については、今年度中に実施します。各関係機
関と連携を取り、対処するように執行部に要望しているところです。

9

　会派所属議員が質問する場合、会
派で意思統一して会派を代表して質
問をしているのか。個人の考えでの
質問なのか。

　執行部に対しての質問は、一般質問と提出された議案についての
質問の2種類があります。
　一般質問は、個人の思いであり会派で統一したものではありませ
ん。制限はしていません。議案についての質問は、会派の中で勉強会
をして重複しないように話し合って実施しています。

10 　議員の標準定数はあるのか。
　合併当初は、地方自治法で人口3～5万人の市については26人
と規定されていました。現在は地方自治法の改正により市の自主性
に任され、それぞれの条例で定めるようになりました。

・質問用紙が１枚で少ない。希望者にはもっと渡すべきだ。当日、説明のあとで受け付けるべき。
・各議員の立候補におけるマニフェストを会報に載せて、個々の達成率を記入してください。
・次回改選時、４カ所での立会演説会を開催されるか、ケーブルテレビで放映してほしい。
・市民福祉と市政発展に向け、大変ご活躍されていることに感謝しています。
・一般質問をもっと早くネット配信してもらいたい。
・議会、市職員共に向上してきたと思いますが、議員の現地視察研修はあるが、市消防職員の東京消防庁での研修や、
市民病院看護師の大学病院などでの研修を実施したら良いと思います。（スキルアップのためにも）。
・農業法人化を急ぐべきだと思います。４次産業化より出発。インターネット販売化の検討（道の駅では宣伝不足）。
・若い人たちに夢と希望を与えられるような施策を期待する。
・若い街づくりを工夫してもらう。一次産業を重視しても労力を担うものがいない。対策は。
・議員会派について、それぞれの方が、なぜその会派に所属しているのか見えない。
・出席者が少ない。区長さんなどに呼び掛けたらもう少し集まると思うが。
・議員さんは議員報酬がゼロであっても議員を続ける意思はおありでしょうか。
・世界農業遺産に認定されたが、現状を保つことは大変な労力だと思う。少子高齢化している現状、観光を目的としてい
るが一部の人が儲けるだけだと思う。
・報告会に出席しようとする問題意識を良くするテーマを事前に伝えて、広く意見を求める場にしてもらいたい。
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■ 安岐会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月11日（金）
会　場　安岐総合支所　204会議室
参加者　16人

議会からの回答意見・質問

1

　消防本庁舎用地は、買い上げ用地
なのか、借り上げ用地なのか。アスト
や本庁舎の二の舞にならないように
配慮すべきだ。

　用地についてはすべて買い上げです。取得費用は、8,439㎡で
2,242万4,070円です。坪単価は8,768円で、反当り260万円です。

2
　10年先の人口予想から、議員定数を
もっと削減しても良いのではないか。

　各種団体の代表者からの意見聴取や昨年度の議会報告会でのア
ンケートを基に総合的に判断し、次回の選挙より2人削減の20人
で定数を決定しました。

4
　「もてもてナインティナイン」は予算
の無駄遣いではないか。

　市単独の費用で、人件費を除き260万8千円で全国放送ができ、
国東の宣伝効果としては良かったのではないかと思っています。

3
　公共料金（税金）の未納金について
の対応は。

　平成24年４月から債権回収対策室を設置し、未納者に対して督
促勧告や法的な対応を含めて対処しています。

5
　市民病院が緊急病院から外される
ことはないのか。また、先生の確保は。

　医師の数は最盛期より2/3に減っていて現在17人です。若い先生
は3日に1度の当直勤務があるために、医師への負担が大きくなっ
ています。医師の確保は難しい現状ではありますが、市長や事業管
理者とも協力をして医師の確保に努めたいと思います。

6
　第1次産業の農林水産業費が、前年
度対比で34.4％の減であるが、その
理由は。

　前年度に国東町の基盤整備の繰上償還を行ったためです。議会
としては、償還した金額については必ず回収することに、万全を期
すよう要請しているところです。

7
　大添地区が、ごみ焼却場の候補地
として名乗りを上げているが、議会と
して審議しているのか。

　ごみ焼却場の選定については選定委員会があり、その委員会に
て決定するので、国東市議会としては審議をしていません。

8 　学校現場のPM2.5への対応は。
　国東市には測定器がないので県から情報をいただき、学校と連
絡を取りながら対応していきたいと考えています。

9

　庁舎建設について
①5年後、10年後の人口推計は。
②今回の建設規模は、現在の人口・職
　員体制での建設か。
③5年後、10年後を見据えた人口・職
　員体制で建設しないのか。
④先般の市政懇談会の説明では、建
　設費は合併特例債を活用するので
　年間3千万円程度の持ち出しでで
　きるとの回答であったが本当なの
　か。実質持ち出しはいくらか。

①現在、約3万1千人で、5年ごとに2千人近く減少しています。平成
47年では2万人を切るといった状況です。
②③人口3万人、職員数は268名での建設計画です。
④総予算は30億円で、合併特例債を使うので市の持ち出しは30％
です。9億円を20年で返済する予定です。

10
　上部団体への負担金を支払ってい
る団体に補助金を支出しているが。

　補助金は、目的・活動に公共性のある事業を行う団体の支援のた
めに交付しています。補助金の交付を受けている団体が、上部団体
に対して負担金を収めること自体に問題はないと考えています。

■ 武蔵会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月9日（水）
会　場　武蔵保健福祉センター
参加者　17人

議会からの回答意見・質問

1
　新庁舎候補地が決定したが、その後
建設に関する市民委員会は開かれな
いのか。会議は開催すべきではないか。

　現在基本計画に着手しています。議会も特別委員会を設置して議
場などの協議を行っています。市民委員会は市民の代表であります
ので、今後開催を促していきます。

2

　庁舎の位置については借地問題、
駐車場問題、防災問題などがあった。
専門家委員会の調査では第2位と
なっていたが、なぜ今の位置に決まっ
たのか経緯について説明してほしい。

　庁舎建設については、執行部は議会に経過を説明し、専門家委員
会の意見と市民委員会の協議を経て、今の場所が妥当であるとい
う結論を得ましたので、議員の総合的な判断で議会で採択しまし
た。

4
　農道を市道に変更するとき議会は
関係があるのか。
　市道であれば市が管理してほしい。

　以前農道だった道が市道になっているのであれば、管理は当然
市がすべきだと思います。執行部に申し入れをします。
　農道を市道に認定するという議案が提出されれば、議会で協議
しています。

3 　庁舎の借地問題は進展しているのか。 　借地問題については、市当局も努力してもらっています。議会とし
ても早く解決するように申し入れをしています。

5
　ＴＰＰ問題をどのように考えている
のか。

　議員個人の考えもあると思いますが、農家の立場で考えてみます
と、今の情勢から守れないというニュースが出たりしており、先が見
えていませんので心配しています。

6
　政治家からの寄附の禁止の中で
「特定な場合を除く」とあるが、この
特定とはどの範囲の事なのか。

　特定の場合とは、親族の中で血族6親等、姻族3親等以内の親族
の場合や、候補者などが自ら行う講演会や研修会などにお金を出
す実費の補償などです。
　また、事務所開きの際の酒や弁当などは禁止です。

7
　前回の立候補時における各人のマ
ニュフェストの達成率を教えて。どう
すれば公約が守れるのか。

　立候補の時には大分合同新聞から取材を受けました。載せられた
記事は議員個人の政治姿勢だったと思います。個人個人が何らかの
形で市民の皆さんに報告するのが良いのではないかと考えます。

11
　住宅使用料などを支払っていない
人について、議会でも審議していって
もらいたい。

　滞納については毎回審議してきています。回収担当の職員も一生
懸命だと思います。市は債権回収対策室を設置して、悪質な場合など
は法的措置をとっています。

8

　議員研修について、研修後にどの
ような形で国東市のために役立って
いますか。行政視察などの研修は公
費ですか私費ですか。

　行政視察の際、旅費は公費です。食事代などは私費です。
　今回、行政視察で隠岐諸島の海士町に水産物加工場の視察に行
きました。そこで視察した冷凍機器を、国東市で建設予定の加工場
に導入してもらうように働きかけています。

9
　議員定数の削減について、区長会
が申し入れていたと思うが。

　議員定数は、議会改革特別委員会で協議しました。区長会、老人
クラブなど各種団体の皆さん方に意見をいただき、意見をもとに協
議した中で2人の削減という事を決定しました。

10
　住宅新築資金等貸付事業に、まだ
税金を投入しているのか。

　住宅新築資金等貸付事業の貸付については、きちんと回収してい
くよう執行部に申し入れをしていきます。
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■ 安岐会場での意見・質問

No.

期　日　平成25年10月11日（金）
会　場　安岐総合支所　204会議室
参加者　16人

議会からの回答意見・質問

1

　消防本庁舎用地は、買い上げ用地
なのか、借り上げ用地なのか。アスト
や本庁舎の二の舞にならないように
配慮すべきだ。

　用地についてはすべて買い上げです。取得費用は、8,439㎡で
2,242万4,070円です。坪単価は8,768円で、反当り260万円です。

2
　10年先の人口予想から、議員定数を
もっと削減しても良いのではないか。

　各種団体の代表者からの意見聴取や昨年度の議会報告会でのア
ンケートを基に総合的に判断し、次回の選挙より2人削減の20人
で定数を決定しました。

4
　「もてもてナインティナイン」は予算
の無駄遣いではないか。

　市単独の費用で、人件費を除き260万8千円で全国放送ができ、
国東の宣伝効果としては良かったのではないかと思っています。

3
　公共料金（税金）の未納金について
の対応は。

　平成24年４月から債権回収対策室を設置し、未納者に対して督
促勧告や法的な対応を含めて対処しています。

5
　市民病院が緊急病院から外される
ことはないのか。また、先生の確保は。

　医師の数は最盛期より2/3に減っていて現在17人です。若い先生
は3日に1度の当直勤務があるために、医師への負担が大きくなっ
ています。医師の確保は難しい現状ではありますが、市長や事業管
理者とも協力をして医師の確保に努めたいと思います。

6
　第1次産業の農林水産業費が、前年
度対比で34.4％の減であるが、その
理由は。

　前年度に国東町の基盤整備の繰上償還を行ったためです。議会
としては、償還した金額については必ず回収することに、万全を期
すよう要請しているところです。

7
　大添地区が、ごみ焼却場の候補地
として名乗りを上げているが、議会と
して審議しているのか。

　ごみ焼却場の選定については選定委員会があり、その委員会に
て決定するので、国東市議会としては審議をしていません。
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③5年後、10年後を見据えた人口・職
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　設費は合併特例債を活用するので
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　か。実質持ち出しはいくらか。

①現在、約3万1千人で、5年ごとに2千人近く減少しています。平成
47年では2万人を切るといった状況です。
②③人口3万人、職員数は268名での建設計画です。
④総予算は30億円で、合併特例債を使うので市の持ち出しは30％
です。9億円を20年で返済する予定です。

10
　上部団体への負担金を支払ってい
る団体に補助金を支出しているが。

　補助金は、目的・活動に公共性のある事業を行う団体の支援のた
めに交付しています。補助金の交付を受けている団体が、上部団体
に対して負担金を収めること自体に問題はないと考えています。
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参加者　17人
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建設に関する市民委員会は開かれな
いのか。会議は開催すべきではないか。

　現在基本計画に着手しています。議会も特別委員会を設置して議
場などの協議を行っています。市民委員会は市民の代表であります
ので、今後開催を促していきます。
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駐車場問題、防災問題などがあった。
専門家委員会の調査では第2位と
なっていたが、なぜ今の位置に決まっ
たのか経緯について説明してほしい。

　庁舎建設については、執行部は議会に経過を説明し、専門家委員
会の意見と市民委員会の協議を経て、今の場所が妥当であるとい
う結論を得ましたので、議員の総合的な判断で議会で採択しまし
た。

4
　農道を市道に変更するとき議会は
関係があるのか。
　市道であれば市が管理してほしい。

　以前農道だった道が市道になっているのであれば、管理は当然
市がすべきだと思います。執行部に申し入れをします。
　農道を市道に認定するという議案が提出されれば、議会で協議
しています。

3 　庁舎の借地問題は進展しているのか。 　借地問題については、市当局も努力してもらっています。議会とし
ても早く解決するように申し入れをしています。

5
　ＴＰＰ問題をどのように考えている
のか。

　議員個人の考えもあると思いますが、農家の立場で考えてみます
と、今の情勢から守れないというニュースが出たりしており、先が見
えていませんので心配しています。

6
　政治家からの寄附の禁止の中で
「特定な場合を除く」とあるが、この
特定とはどの範囲の事なのか。

　特定の場合とは、親族の中で血族6親等、姻族3親等以内の親族
の場合や、候補者などが自ら行う講演会や研修会などにお金を出
す実費の補償などです。
　また、事務所開きの際の酒や弁当などは禁止です。

7
　前回の立候補時における各人のマ
ニュフェストの達成率を教えて。どう
すれば公約が守れるのか。

　立候補の時には大分合同新聞から取材を受けました。載せられた
記事は議員個人の政治姿勢だったと思います。個人個人が何らかの
形で市民の皆さんに報告するのが良いのではないかと考えます。

11
　住宅使用料などを支払っていない
人について、議会でも審議していって
もらいたい。

　滞納については毎回審議してきています。回収担当の職員も一生
懸命だと思います。市は債権回収対策室を設置して、悪質な場合など
は法的措置をとっています。

8

　議員研修について、研修後にどの
ような形で国東市のために役立って
いますか。行政視察などの研修は公
費ですか私費ですか。

　行政視察の際、旅費は公費です。食事代などは私費です。
　今回、行政視察で隠岐諸島の海士町に水産物加工場の視察に行
きました。そこで視察した冷凍機器を、国東市で建設予定の加工場
に導入してもらうように働きかけています。

9
　議員定数の削減について、区長会
が申し入れていたと思うが。

　議員定数は、議会改革特別委員会で協議しました。区長会、老人
クラブなど各種団体の皆さん方に意見をいただき、意見をもとに協
議した中で2人の削減という事を決定しました。

10
　住宅新築資金等貸付事業に、まだ
税金を投入しているのか。

　住宅新築資金等貸付事業の貸付については、きちんと回収してい
くよう執行部に申し入れをしていきます。
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次回定例会の
開催予定は 2月中旬です
傍聴される方は、議会事務局までご連絡ください。
当日の受付も行っています。

　12月19日、定例会本会議終了後、国東警察署、
大分県交通安全協会国東支部の協力をいただき、
議員全員で交通安全の街頭指導を行いました。自
動車の運転者にチラシやティッシュ、眠気を覚ます
ガムなどを手渡し、安全運転をお願いしました。

交
通
安
全
街
頭
指
導

議会の動き議会の動き議会の動き
全員協議会
産業建設常任委員会
新庁舎建設に関する調査特別委員会
議会運営委員会
全国過疎地域自立促進連盟定期総会
（東京都）
産業建設常任委員会　　
全国民間空港所在都市議会協議会実行
委員会（東京都）
第４回臨時会
議会運営委員会
全員協議会
教育委員との意見交換会（文教厚生常任委員会）
議会運営委員会

第４回定例会
議会広報編集特別委員会
会派代表者会議
議会改革特別委員会
全員協議会
議会運営委員会
世界農業遺産に関する議員研修会
産業建設常任委員会
総務常任委員会
文教厚生常任委員会
議会運営委員会

会派代表者会議
議会広報編集特別委員会
大分県中津市議会文教経済委員会行政
視察来庁
県知事を囲む自治運営懇話会（大分市）
新庁舎建設に関する調査特別委員会
会派代表者会議
議会運営委員会
埼玉県羽生市議会会派行政視察来庁
大分県市議会議長会理事会（豊後高田市）
文教厚生委員会
福岡県筑紫野市議会会派行政視察来庁
九州市議会議長会理事会（福岡県）

県北六市議会議長懇話会（宇佐市）
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14日
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17日
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28日
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３日

11月

1月

12月

2月

平成２５年第４回定例会〔12月定例会〕
主な議案、議案質疑など

７人が市政を問う【一般質問】
12月定例会委員会報告
世界農業遺産をテーマに議員研修
行政視察レポート
特集・議会報告会の結果


